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第一章　両片想いが伝わって









　テレビを点けると、にぎやかな声が聞こえた。今の気分にそぐわなくて消してみるが、無音になると落ち着かない。

　ゆるく巻いた栗色の髪の毛先を指に巻き付けて、吾あ妻づま詩し織おりは四人掛けのダイニングテーブルの周囲を歩き回った。

　時計を見ると、十九時を少し回っていた。そろそろ同居している後ご藤とう秀しゆうが帰宅する。

（ああ、もう。落ち着け、私）

　ダイニングを出て、洗面台の前に立つ。帰宅してメイクを落としている目元に、クマがないか、ニキビがないかを確認し、肩より少し長い髪を梳かして整える。変に気負っていると思われたくないから、いつも通り部屋着姿になっている。けれど今日は特別な日なので、新調したお気に入りのブランドのものを着ていた。

（かわいいって、思ってくれるかな）

　オフホワイトの、袖や裾がゆるめのフリルになっている部屋着は、ポケットについているワンポイントの水色のリボンがステキだと思って購入したものだ。

（本当は、思いっきり気合を入れて告白をしたいけど……）

　変に気負い過ぎるのも、妙な気がする。なにより、自分ばかりが恋い焦がれていたようで、ちょっとくやしい。

（まあ、好きになっちゃったのは、間違いないんだけど）

　ふうっとため息をついて、胸元に手を置いて深呼吸をする。この胸がもう少し大きければ、セクシーだと思ってもらえて、もっと早くに結ばれていたのかもしれない。

（なんて、そんな人じゃないから、惹かれたんだけど）

　スレンダーな自分の体を、詩織は気に入っている。だが、彼――後藤秀はどう思っているだろう。

（ああもう、余計なことばっかり気にしちゃう）

　軽く頭を振ってリビングに戻り、時計を確認する。針は五分と進んではいなかった。

（時間の進むのが、すっごく遅い）

　ドキドキと心音が高鳴っていくのは、緊張と興奮のせいだ。

　ここに住み始めてから、一年。今日は彼を恋人として受け入れるかどうかを伝える、大切な日だから。

（なんて切り出そう）

　答えはもう、決めている。詩織は秀と付き合うつもりでいた。だが、彼が一年前の約束を覚えているかどうか。

（私だけが、ずっと意識をしていたんだとしたら）

　胸の底がヒヤリとする。

　詩織は緊張と不安を抜くために細く長く息を吐くと、彼との約束を意識でなぞった。

　

　一年前、一人暮らしをするために不動産屋を訪れた詩織を、後藤秀はさわやかな笑顔で迎えてくれた。

　短くカットした黒髪を、わざと無造作に跳ねさせている。がっしりとした体つきは、いかにもスポーツマンといった感じだった。背が高く、胸板の厚い容姿は威圧感を与えそうだが、柔和な笑みをたたえた人なつこい雰囲気が、愛想のいいクマといった印象を作っている。

「こんにちは」

「あ、はい……ええと、部屋を探しているんですけど」

　おずおずと言った詩織に、秀は手のひらで目の前の椅子に座るようにと勧めた。緊張気味に腰掛けた詩織は、何から言っていいのかわからず、視線を迷わせながら伝えた。

「あの、初めてなんです。一人暮らし」

　深い頷きで受け止めてくれた秀の、どっしりとした安心感に緊張がほぐれた。体の奥から言葉があふれ出る。

「大学に入ってから始めたバイトを、卒業してからも続けていたんですけど、来月から社員になることが決まったんです」

「それは、おめでとうございます」

　大げさすぎず、かといって社交辞令すぎない祝いの言葉に、詩織の頬は自然と持ち上がった。

「ありがとうございます。ずっと……高校生の頃から好きなチェーンのカフェなので、うれしくて……それで、これからシフトも多くなりますし、お店の近くに住んで、もっともっとスキルアップできたらなぁって思って、ひとり暮らしをしようって決めたんです」

「なるほど」

　深く、ひとつ頷いた秀にバイト先の最寄り駅を告げる。

「部屋の条件は、何かありますか？」

「条件……ですか？」

　きょとんとした詩織に、秀の目がやわらかく細められる。

「職場からどのくらいの距離がいいとか、風呂トイレは別がいいとか、あとは住まい周辺の条件ですね。職場との距離よりも、スーパーとの近さを重視する……とか」

「あっ、ええと」

　漠然とした希望しか抱えていなかった詩織が、ぽつぽつと「静かな場所で」や「カフェ巡りが趣味なので、交通の便がいい場所がいい」など、想像していた暮らしを伝えると、秀はそれを具体的な希望項目として書き出してくれた。

「この中で、優先順位を決めて部屋を探していきましょう」

　なんて頼もしいのだろうと、詩織は秀に感心をした。彼に導かれるまま、具体的になっていく希望項目にワクワクする。

「それじゃあ、これらの項目を踏まえて、部屋を見に行きましょうか」

「はいっ！」

　彼なら最高の部屋を見つけてくれる。

　そんな確信を抱いた詩織は、秀の紹介してくれる部屋を見学し、この部屋ならこんな家具をそろえて、どんな暮らしにしようかと想像をふくらませた。

　この調子なら、すぐにでも部屋が決まりそうな気がしたけれど、期待をし過ぎてしまったらしい。どの部屋での暮らしもステキだけれど、あとちょっと足りないと感じてしまい、これだと決めることができなかった。

　キープ候補の部屋が増え、新しく気に入った部屋と前にいいなと思った部屋を比べて悩み……と、繰り返す詩織に秀は根気よく付き合ってくれた。

　物件の周辺情報――スーパーやコンビニまでの距離など――を歩いて確認しながら利点を説明してくれるだけでなく、スマートフォンで検索した近隣の隠れ家カフェの情報を教えてくれたりするので、詩織はすっかり彼と物件巡りをするのが楽しくなってしまった。

　このまま続けたいと思う反面、秀に申し訳ないという気持ちも募る。

　もうそろそろ決めなくてはと思いつつ、この日もやはりピンとくるものが見つからなかった。

（いいかげん、呆れられているよね）

　心の中でため息をついて、ぽつりとつぶやく。

「なかなか、難しいですね」

　理想が高いのだろうかと、詩織は秀の意見を知りたくてつぶやいた。すると、秀が「ちょっと変わった物件なのですが」と言って、一軒家の駐車場に車を止めた。

「シェアハウスになる予定の物件で、まだ正式に住人を募集してはいないのですが」

　前置きをして門扉を開けた秀に導かれ、家に入った。一階は台所とリビング。風呂とトイレ。六畳の部屋がひとつ。二階は六畳の部屋が三つと、トイレがあった。ベランダは広く、布団もしっかり干せそうだ。

「ベランダに出られる部屋は、共有部にする予定です。あとは、トイレや風呂、台所、リビングも共有部になります。各部屋には鍵をかけられるようになっていて、プライベートは守られます。駅まで十二分ほど。スーパーが近くて、利便性も高いと思います」

「でも、正式に募集はしていないんですよね」

　問うと、秀は苦笑交じりにうなずいた。

「まだ細かい部分の調整が終わっていないんです。来日した外国人や、そういう方との交流を望む人向けの物件にする予定なのですが、日本と海外ではシェアハウスについての考え方というか、意識が違っていて」

　語尾を濁した秀の目が、詩織の反応をうかがっている。彼の言葉をすべて聞くと表情で示すと、秀は続きを口にした。

「男女の別なく、海外では共同生活をします。日本では、まったくないわけではないですが、警戒をする人は少なくありません。ですので、どちらにも対応できるよう、考えている最中なんです」

「へぇ」

　シェアハウスというものを、テレビドラマでしか知らない詩織は、秀の説明に納得した。物語では別になんとも思わなかったが、男女が共同生活をすると現実に聞くと、少し警戒してしまう。

「そこで、もしよかったら……俺とここで生活をしませんか？」

「えっ？」

「俺、ここに住んでいるんです」

　そう言って、秀は一階奥の部屋の扉を指さした。

「実際に住んで、イメージをふくらませて、オーナーにアドバイスをして改善をしているんですよ。それで、やっぱり俺だけだとわからないこともあって。吾妻さんさえよければ、女性の視点で意見を言っていただけると……というのは建前で」

　咳ばらいをした秀が、背筋を伸ばす。まっすぐに見つめられて、いったい何を言われるのかと詩織は緊張した。

「あなたに惚れました。俺と、付き合ってください」

　予想もしなかった言葉に目をぱちくりさせて、詩織はポカンと秀を見つめた。

「迷いながら部屋の希望を語ってくれた時や、物件回りの時に目を輝かせて未来を想像している姿が、とてもかわいいなって……ずっと、部屋が決まらなければいいのになって、このまま、こうして一緒にいられたらって思っていたんです」

　彼の言葉は耳に入ってくるのに、うまく受け止められない。呆然とする詩織に、はにかみながら秀は続けた。

「一緒にいたいんです。たわいない会話をして、日常を過ごしたいんです。だから、こんな提案をしました。あらためて……俺と、付き合ってくれませんか？」

　不安を交えた秀の瞳に、詩織の胸が甘く震える。

「えっ、あ……付き合うって」

　キュッと唇を引き結んだ秀が、困ったようにこめかみを掻く。

「いきなり、こんなことを言われて、気持ち悪いですよね。ましてや同居なんて。だけど、俺、真剣です。こんな提案……かなりずるいっていうか、職権乱用っていうか。まあ、そんなようなものだって、わかっているんですけど、これで終わりにしたくなくって」

　眉間にしわを寄せて告白をする秀を、詩織はただただポカンと見つめた。

「色々考えて、もうこれしかないって」

　唇をキュッと引き結んで、決意をみなぎらせて返事を待つ秀の様子に、詩織の心臓はバクバクと激しく脈打つ。

（何、これ？　どんな展開!?）

　胸を抑えて後ずさると、秀に頭を下げられた。

「一年！　俺と住んでください。それで、俺がどんな人間なのか知ってから、返事をください。手は出さないって、約束します。なんなら、弁護士を挟んで誓約書を書いてもいい。そのくらい真剣です！」

　対戦相手に頭を下げる柔道選手のように、しっかりと体を折り曲げている彼の姿に、詩織は吹き出してしまった。

「ふっ……ふふ」

　言葉通りに真剣な彼の態度に、腹の奥からふつふつと喜びが湧き上がる。

（部屋探しが楽しいって、思ってくれていたんだ）

　自分だけではなかったことが、とてもうれしい。

「荒唐無稽な話だって、思っていますか？」

　詩織の笑いを冗談と受け止められたと思ったのか、眉をひそめた秀が顔を上げた。

　嘘偽りのない真摯な瞳に心が揺れる。彼と共に物件回りをしたときの楽しさが、ふつふつと湧いてくる。

　けれど、付き合うという話になると躊躇してしまう。好感は持っている。しかし、これが恋愛的なものかというと少し違っている気がした。かといって、友情に近いものかというと、そうでもない。自分の気持ちの位置を、詩織はまだわからなかった。

（もっと、この人のことを知りたいな）

　彼の告白を受け止めるための材料が欲しい。なんとなく、ではない確信のようなものが欲しかった。

（一緒に居たいって気持ちは、同じだし……お試しで、一緒に住むのも悪くない、かな？）

　部屋探しの間に、秀が信頼のできる相手だと知った。その彼が、誓約書を書いてもいいとまで言って、自分との同居を希望している。彼の差し出してくれた提案を、受け止める方向に気持ちが動く。

「家賃とか、条件を教えてもらっていいですか？」

「え、じゃあ」

　パッと彼の表情が明るくなる。その輝きに気圧されて、詩織はたじろいだ。

「まだ、検討をするってだけです。決めてないです」

「検討だけでも……ありがとう！」

　詩織の手を掴もうとした秀の指が、途中で止まる。グッとこぶしを握った秀が、自分の胸を軽く叩いた。

「約束をしたばっかりで、触ろうとするなんて」

　暗く沈んだ彼の声に、詩織は好感を持った。きっと約束を守ってくれる。だけど一応、誓約書は書いてもらおう。

　検討をすると言ったが、この時点で彼との同居に心は賛成をしていた。

　

　そんな会話をしたのが、ちょうど一年前だ。

　オーナーには、試しに住人を入れて問題点を探っていくためと報告したようだ。快諾され、詩織は秀との同居を始めた。約束通り、彼は詩織に触れなかった。特にルールは決めなかったが、大きな問題は起こらなかった。

（同居で、よかったかも）

　なにげない、日常のあいさつを交わす相手が家にいる。両親と姉、弟と自分の五人家族で暮らしていた詩織にとって、ひとりではない生活はありがたかった。

　さりげなく気遣ってくれる秀の優しさや、共に食事をする楽しさに詩織はすぐになじんだ。共にいて居心地のいい相手。自分を好きでいてくれる相手。気を張らなくていい存在というものが、家族以外にいるなんて想像すらしていなかった。

　共に過ごして三か月が過ぎるころには、秀に恋をしていた。好きな人というものは、気合を入れておしゃれをして、少しでも自分をかわいく見せるために努力をする相手だと思っていたから驚いた。

　彼を受け入れる気持ちになってからの九ヶ月は、律儀に約束を守る秀をもどかしく感じた。いっそ想いを爆発させて、迫ってくれたらいいのにと、ドラマの情熱的なシーンを見ながら妄想もした。

　だが、そういう秀だからこそ好きになったのだとも考えた。だから詩織も、約束の日まで想いを告げずにいようと決めて、この日が来るのを心待ちにしていた。

（やっと、一年）

　いよいよ告白の返事をする日になった。

（でも、もう彼の気持ちがなくなっていたら、どうしよう）

　可能性はゼロではない。一年も暮らしていると、共にいるのが当たり前になってしまう。秀には何度も、すっぴんの顔どころか風呂上りの姿も見せてしまっている。もちろん、きちんとブラジャーをつけてはいたが、パジャマであることには変わりなかった。

（女として見られなくなった、とかになっていたらどうしよう）

　数日前から『レディスチャンネル』という、女性が意見交換をするＳＮＳで、マンネリ化で破局をしたというような内容の投稿を検索しては、勝手に落ち込んでいた。こんなことになりませんようにと願いながら、こういうことになっても冷静でいられるよう耐性を作っておかなくてはと、後ろ向きに考えてしまう自分もいた。

　気持ちを落ち着かせるために、コーヒーを淹れようと台所に行く。この家が建てられた二十年くらい前は最新のキッチンだったらしい空間は、調理台が広くて使い勝手がいい。

（一緒に餃子を作ったりして、楽しかったなぁ）

　これからも、ふたりで料理をする日が続けばいいと願いつつ、電気ケトルに水を注いだ。

　勤務先の喫茶店で販売されているドリップコーヒーを淹れ、口をつけて細く長く息を吐く。気持ちはまったく落ち着かないが、このまま時間が止まればいいと考えた。

　まだ彼が一年前の約束を覚えてくれているとは限らない。ふたりの関係が終わってしまうのが怖い。

　同じことばかりが、グルグルと頭の中を巡っている。意識を他に向けようとしても、できなかった。

（大学の合格発表とか、バイトの面接とかより緊張する）

　念のため、明日を休みにしておいてよかった。彼が約束を覚えていても、いなくても、冷静ではいられないだろうから。

　車のエンジン音が聞こえて、詩織はビクッと震えた。マグカップを置いて、玄関へ向かう。エンジン音が止まり、車の開閉の音がして、秀が帰宅したのだと確信をした。

　上がり框で待っているのも妙な気がして、詩織は普段通りを演じるためにリビングに戻った。テレビを点けて、いつもの席に座って、コーヒーに口をつける。秀の帰宅など全く気にしていないフリをよそおった。

「ただいま」

　声がして、心の中で「来た！」と叫んだ。内側から鼓膜が破れるんじゃないかと思うほど、詩織の心音は激しく鳴り響いていた。

　玄関を開く音。廊下を歩く秀の足音。そして、リビングの扉を開く音が聞こえても、詩織はわざとテレビに夢中になっているフリをして、振り向かなかった。

　どんな顔をして秀を迎えればいいのかわからない。

「吾妻さん」

　緊張気味な秀の声に、彼も今日がどんな日なのかを覚えていたのだと確信した。

「おかえりなさい」

　テレビから秀に顔を向けると、眼前に花束が現れた。真っ赤なバラを見つめて、ポカンとする。

「忘れているかもしれないけど……」

　緊張をたっぷり含んだ秀の声が、バラの花束の向こうから聞こえてくる。

「一年前の今日、俺と付き合ってくれるかどうか、答えてほしいって約束をしたことを、覚えてる？　俺の気持ちは変わらない。というか、一年前よりずっと、吾妻さんが好きになってる。この一年、俺のことを見てきて、どう思ったか教えてほしい」

　心にまっすぐ届いた秀の言葉に、詩織の鼻の奥はツンとして、目頭が熱くなった。感動と安堵が足元から這い上がり、喜びに震えながら花束を受け取った。

「私も……忘れているかもって、思ってた」

「答え、聞いてもいいかな」

　自分の顔を隠すほど大きな花束をずらして、顔をこわばらせている秀に笑顔を向ける。

「よろしくお願いします」

　声が震える。硬かった秀の表情が崩れて、笑みに変わった。

「下の名前で、呼んでもいい？」

「私も、そうしたい」

　ゴクリと喉仏を上下させた秀が、おそるおそる声を出す。

「……詩織」

「秀」

　呼び返すと、照れくさくて体中がくすぐったくなった。

「触れても、いい？」

「うん」

　そろそろと持ち上がった秀の指が、詩織の頬に触れる。ピリッと電流のようなものが走って、緊張をたたえていた気持ちがほぐれた。

「調子に乗って、キスをしても……いいかな」

「ん……いいよ」

　顎を上げて、近づいてくる秀を待つ。つんっと軽く、ほんの一瞬だけ重なった唇が甘く疼いた。先ほどとは違う緊張が胸底に湧き上がる。

「もっと、してもいい？」

「うん」

　今度は、先ほどよりも少し強く触れられた。様子を探るみたいに慎重に動く秀の口が、詩織の唇をなぞっていく。むずがゆくて、身じろぎをするとバラの香りがふわりと舞った。もっと秀に近づきたいのに、花束が邪魔をしている。

「ねぇ、花」

「ん？」

「つぶれちゃう」

　キスの隙間につぶやくと、残念そうな声で「ああ」と言われた。

「花瓶、あったっけ？」

「なかったと思う。とりあえず、ボウルにでも入れておこうか」

　離れたくなかったけれど、せっかくの花がつぶれてしまうのはもったいない。席を立って台所に行き、ボウルに水を張ってバラを入れた。

　背後から抱きしめられて、秀の腕の中で体を回す。たくましく太い腕は、ふんわりと詩織を包んでくれている。盛り上がった胸筋に身を寄せて、首を伸ばしてキスを待った。

「んっ、ん……ん」

　首の角度を変えて、何度もついばまれる。秀の硬く引き締まった腰に手を当てて、詩織はさらに体を近づけた。

　詩織よりも頭ひとつ分高い秀の鍛え抜かれた大きな体に、すっぽりと包まれてキスを受け、夢見心地になっていく。ずっと想像していた関係に、やっとなれた。彼に恋をしてから、ドラマや映画を観ては幾度も自分と秀の姿に重ねて妄想していた光景が、現実になっている。

（秀となら……アレを体験できるかもしれない）

　ふっと、予感が胸をよぎった。

　過去の彼氏とのセックスでは体験できなかった、イクという感覚。キスだけで極上のときめきを与えてくれる秀となら、最高に気持ちよくなれるかもしれない。

（やだ、私ったら……エッチなこと考えてる。でも、こんなに気持ちのいいキスをされたら、思っちゃってもしかたないよね）

　ドキドキとときめく心を包む体が、甘いキスにとろけてしまう。本能が期待を生んで、興奮に胸が上ずる。

　詩織は今まで、イッたことはなかった。気持ちのいいフリをすることはあったし、イッたフリについて女友達と話をしたことはあるけれど、イッたことがあるという話は聞いたことがない。だから、イクというのは都市伝説のようなものだと思っていた。

（だけど、もしかして）

　体の奥からふつふつと劣情が湧き上がった。

「っ……あ」

　グッと腰を引き寄せられて、下半身が密着した。硬いものが腹に当たって、詩織は小さな声を上げた。

「あ……ごめん」

　眉を下げる秀の息が、わずかに乱れている。キスの合間に興奮をしてしまったのだと、すぐにわかった。視線を迷わせた秀が、覚悟を決めた顔をする。

「し、詩織……性急だっていうのは、充分わかっているけどさ……その、ずっとガマンしてて……この一年、期待と不安でグルグルしていて……だから、これが夢じゃないって実感させてほしい」

　ゴクリと秀の喉仏が上下する。緊張と興奮に彩られた彼の瞳に、詩織の胸は痛いほどに高鳴った。

「詩織と、シたい」

　直接的な誘いに、詩織の肌は熱くなった。

　彼に恋をしていると自覚をしてから今日までの九か月。引き締まったウエストやみっしりとした太腿のラインを維持するために、ランニングや筋トレを欠かさない秀のストイックさに胸をときめかせていた詩織は、いつか触れてみたいと望んでいた。

（もちろん、ＯＫだけど……でも）

　ずっと両片想い状態で共同生活を送っていた相手と、初めて男女の仲になるのなら、きちんとしたい。

「シャワーを浴びたい」

　身を清めるというほどではないけれど、しっかりときれいにしてからひとつになりたい。

「準備、させて？」

　心も体も、秀と繋がる準備をしたい。

　希望を伝えると、秀は少し考えるそぶりをしてから「わかった」と言った。

「俺も、準備……あるし。うん、そうしよう」

　まずは秀がシャワーを浴びて、彼の部屋で詩織を待つことになった。

「部屋、片付けておくから」

「うん」

　ドキドキしながら、詩織は二階の自分の部屋に入った。

（ブラジャーは、いらないよね？　でも、ノーブラで部屋に行くのは恥ずかしいな。オシャレするのも変だよね。部屋着より、パジャマのほうがいいかな）

　うんうん唸って考えて、前に秀がかわいいと褒めてくれた淡いピンクの寝間着と花柄の上下セットの下着を着ることに決めた。

「風呂、上がったよ」

「はぁい」

　返事をして、階段を下りる。

「じゃあ、あとで」

「うん」

　秀と入れ違いに脱衣所に入ると、ほんのりと湯気の気配が漂っていた。服を脱ぐ指先が震えてしまうのは、裸の彼を想像してしまったからだ。

（やだ、私ってば）

　こんなふうに、性的な魅力を強く感じる相手は秀が初めてだ。先ほどの心地いいキスの記憶が、女の本能を刺激する。

（欲しいと思うなんて、初めて）

　詩織はもともとセックスに強い興味があるわけでも、性欲が強いわけでもない。経験はあるが、大学時代に付き合った先輩ひとりだけだ。求められるままに応えていたが、したいと思うことはなかった。漫画やドラマのシーンを見て、キラキラとしたセックスにあこがれを抱いてはいたが、現実はそうじゃなかった。

（だけど、秀なら）

　もしかしたらと、過去に読んだ漫画のときめいた場面を思い出す。あこがれたシーンと、バラの花束をくれた秀の姿が重なった。無骨そうに見えて、繊細な気遣いをしてくれる秀となら、ロマンチックなセックスができるのではないか。

（なんて……期待しすぎちゃ、よくないよね）

　浴室に入って、シャワーを浴びる。いつもより丁寧に髪を洗って、体中も細かいところまでしっかりと磨いた。

（幻滅、されたくないし）

　いい匂いがすると思われたい。少しでも汚れがついている体を、彼に見せたくなかった。

　やりすぎかと思うほど、体を擦って泡を流す。深呼吸をして脱衣所に出て、体を拭いた。化粧水をたっぷりと肌にしみこませて、お気に入りの下着を穿いた。寝間着を身に着け、ドライヤーで髪を乾かす。

「よしっ！」

　気合を入れて、秀の部屋の前へ行き、ノックした。

「どうぞ」

　緊張を含んだ秀の硬い声に、ギュッと体が縮こまる。

「お邪魔します」

　そっと中をうかがうと、困り顔でほほえむ秀がいた。ぎこちない笑みを浮かべて部屋に入り、ドアを閉める。

　室内はすっきりと片付いていた。ベッドと机、スチールラックには本やファイルが並んでいる。同じ家なのに自分の部屋とは少し匂いが違う気がするのは、置いているものが違っているせいだろう。

　部屋の真ん中に立っている秀は、照れくさそうに小首をかしげていた。紺色のパジャマを身に着けている。彼もまた、詩織と同じでどんな格好で待っていようか迷ったのだろうか。笑顔の頬がこわばっていて、緊張をしているのが見て取れた。

「あ、ええと」

　恥ずかしくなって視線をそらし、毛先を指に絡めて言葉を探す。これから彼に抱かれるのだと思うと、どこを見ていいのかわからなくなった。

「キスから、始めていいかな」

　うろうろさせていた視線を、彼に向ける。真剣な顔つきの秀にうなずいて、近づいた。腰を引き寄せられ、唇を重ねられる。

「んっ……ふ」

　やわらかなキス。何度もついばまれて、肩の力が抜けていく。彼の腰に手を乗せると、背中をそっと押されて移動を促される。ダンスのエスコートをされているような格好で、ベッドに導かれた。

「んっ、ふ」

　唇の隙間から、甘い吐息が漏れる。ふくらはぎにベッドが当たり、膝が曲がってマットに尻がストンと落ちた。しゃがんだ秀の肩に手を乗せて、広い肩に指を這わせる。

　獣のように求められるのではないかと考えたが、秀はとても紳士的だった。詩織のこわばりをほぐすように、唇で唇を撫でられる。舌先で口の輪郭をなぞられはするけれど、口内に侵入はしてこない。甘やかすような舌の動きに、詩織は自然と口を開いた。

　こんなに丹念にキスをされるとは思わなかった。唇の隙間を舌でなぞられ、じれったくなった詩織は舌先で彼の舌をつついた。ふっと秀の目じりが下がる。ほほえんだ彼の唇が移動して、頬や目じり、額を口で撫でられた。

「ふ……っ」

　たっぷりとキスで甘やかされた詩織は、心地よさにぼうっとなった。そっと押し倒されて、ベッドにあおむけになる。上着を脱いだ秀の隆々とした胸板に心臓が痛いほどに高鳴った。

（触れたい）

　情動のままに指を伸ばして、おそるおそる触れたそれは、思ったよりもやわらかかった。ビックリすると、ほほえんだ秀が胸に力を込めた。グッと動いた胸筋が硬くなる。

「力を入れていないときは、やわらかいんだ」

「そうなんだ」

　ずっと触れたいと望んでいたものを手のひらでなぞると、詩織の指をからかうように、秀は胸に力を込めたり抜いたりした。生き物のように動くそこに、詩織はクスクス笑った。

「やだ、すごい」

　たわいないやりとりに、緊張がほぐれた。

　彼の部屋を訪れる前に抱えていた気負いや不安はすっかり薄れ、ときめきはそのままに心がくつろいでいる。わざとおどけて見せて、初めての行為に臨むこわばりをほぐそうとしてくれているのか。それとも秀自身が緊張をしていて、それをごまかそうとしているのだろうか。

「次は、俺に触らせて」

　ささやかれて、心臓が跳ねた。いよいよ先に進むのだと、たわいない会話でくだけた雰囲気がキスを受けた時の甘さに戻る。唇を軽く噛んでうなずくと、秀の指が乳房に触れて軽く揉まれた。

「やわらかい」

「秀みたいに動かせないよ？」

　甘い気配に浸りきるのにおじけづき、平静を求めて冗談を言ってみた。

　ふふ、と秀が笑みをこぼす。

「見てもいい？」

「うん」

　静かに許可を取る秀の目は、欲望にギラついていた。性急に脱がされるのかと思ったが、彼の手つきは大切なプレゼントの包みを開けるように慎重で、丁寧だった。ボタンをひとつずつ丁寧にはずされて、前を寛げられる。小花柄のブラジャーを目にした秀が、感嘆の息を漏らした。キュッと心臓が縮こまる。グラマラスとはいいがたい自分の胸が、もう少し大きければよかったのにとベッドのシーツを握った。

「緊張、してる？」

「秀のほうこそ……緊張、してる？」

「うん。してる。触れてもいいんだなっていう、感動のほうが強いかもしれない」

　チュッと軽く唇を吸われて、シーツを握る詩織の指がゆるんだ。肩から腕へ布地が落ちて、鎖骨や腹があらわになった。肩のストラップに秀の指がかかる。

「なんか、脱がしちゃうのもったいないな」

　歯を見せて笑った秀の指が、ためらいながら背中に伸びてフックに触れた。ふわっとカップが浮き上がり、乳房が解放される。秀の頭が下がって、肩にキスをされた。うやうやしい仕草に、自分が極上の宝石になったような気分になる。首筋にキスをされて、秀の髪にキスのお返しをした。硬くて短い彼の髪がほんの少しチクッとして、それがとてもうれしかった。こんなにも近く、触れ合える距離にいる。改めて、彼と付き合うことになったんだという実感が、ジワジワと湧いてきた。

　ストラップをずらされて、カップが下に移動する。ささやかだが形のいい乳房があらわになって、色づきに視線を感じた。

「ああ」

　感嘆の吐息をこぼした秀の手に、胸を包まれた。彼の大きな手のひらに、詩織の乳房はあつらえたようにピッタリと収まった。

「ずっと、触れたかったんだ」

　うれしそうに目を細めて、秀が告白をする。

「何度も夢で……っていうか、想像をしてた。この一年、本当に長かった。途中で、手を繋ぐくらいしてもいいんじゃないかって考えたこともあった。もしかしたら、ＯＫをもらえるんじゃないかって思ったこともあったよ。けど、約束をしたし」

　ふうっと息を吐いた秀の額が、詩織の鎖骨に触れる。

「長かった。受け入れてくれて、ありがとう」

　包むように抱きしめられて、詩織は胸にある秀の頭を両腕で包んだ。トクントクンと聞こえる自分の心音が、彼の音みたいに感じられた。きっと同じ気持ちでいるから、そんな風に思えるのだ。

「私も、だよ」

　正直な彼に応えたくて、詩織も白状する。

「私もね……秀に触れたかった。本当は、もっと前に秀と付き合いたいなって思っていたんだ。だけど、一年って約束をしていたから、ガマンしてた」

　はにかみながら伝えると、秀が顔を上げた。

「本当に？」

　目を丸くした彼に、コクリとうなずく。

「本当に」

「ああ！」

　喜色満面で叫んだ秀に、痛いほど強く抱きしめられる。言葉にできないほど喜んでくれているのだと、態度から伝わってくる。耳の裏にキスをされ、顎に唇を押しつけられて、首筋を強く吸われた。くすぐったさと快感が交互に訪れて、じっとしていられない。身をよじり、唇でじゃれついてくる秀の頭を抱きしめると、きつく吸いつかれた。

「っ、あ……秀……痛い」

　ほんのわずか、チリッとした痛みが走った。鏡に映さなければ見えない首の付け根。キスマークをしっかりと残されたのだと見なくてもわかるほどの、強い刺激。

「ん、ごめん。うれしくて、つい」

「私も、うれしい。でも、見えるところは……ね？」

　はにかみながら、やんわりとダメだと告げる。

　本当は秀の好きなように、彼の印を残してもらいたいけれど、見えるところは恥ずかしい。上目遣いで甘く注意をすると、こめかみにキスをされた。

「ん、気をつける」

　ほほえんで、彼の頬を両手で包む。詩織からキスをすると、秀の目じりがとろけた。

「いっぱい、触れたい」

「うん。私も、触れたい」

　愛おしさが体中を駆け巡る。クラクラするほど秀が恋しくてたまらない。もっともっと、彼と触れ合いたい。

　気持ちのままに唇を重ねて、舌を伸ばす。舌先でつつきあって、唇で軽く噛んだ。彼の舌が詩織の口腔に侵入し、歯裏や上顎をくすぐられる。

「ふ……ぅ、ん」

　口内を舌でかき回されて、湧いた唾液を飲もうとしたら、彼の舌を吸ってしまった。頭の中が甘い蜜で満たされる。荒い息を注がれて、淫らな熱が喉を通って胸が興奮に上ずった。

「ふは……ぁ、秀」

「ん、詩織」

　うっとりとした秀の声が移動して、鎖骨に赤い花びらを散らされる。両脇から乳房を寄せ上げられて、先端を交互に舌先でチロチロとくすぐられると、足の間がムズムズした。そこが、秀を求めて淡く震える。

「っ、あ……恥ずかしい」

「なんで？」

「なんでって……それは、だって」

　胸の刺激で女の園を疼かせているなんて言えるはずもない。もじもじしていると、艶やかな声でささやかれた。

「かわいい」

「あんっ」

　キュッと乳頭を吸われて、甘い声がこぼれ出た。そのまま舌の上で転がされ、味わわれる。

「は、ぁ……ん」

　たっぷりと濡らされて硬く凝ると、もう片方も同じように刺激をされた。唇が離れたほうは、指の腹でこねられて、ますます下肢が快感に甘くしびれた。

「んっ、ぁ……はぁ、あ、あ」

　両方の乳首をもてあそばれて、詩織はもじもじと腰を揺らした。へその奥がじんわりとぬくもって、湧いた愛液が陰唇を湿らせる。

「つついたら取れそうなくらい、固くなってる」

　うれしそうな秀のつぶやきに、肌が火照った。炭火で炙られているかのように、じわりじわりと体の芯から引き出される悦楽に、性感帯がすっかり目覚める。敏感になった乳房の周囲を舌でなぞられ、寄せ上げるように揉みしだかれると、さざ波のような心地よさが押し寄せた。

「んぁ、あ……っ」

　乳房を味わって先端に戻った舌に、交互に胸の実を舐られてもどかしさに体が震えた。

「っ、秀……ぁ」

　そこばかり執拗にされるなんて、思ってもみなかった。胸の芯に集まった刺激が体内を巡って蜜壺に到達し、甘い液を湧き上がらせる。ヒクリと肉花がうごめいて、触れてほしいとアピールしている。それを抑え込むために、詩織は太腿に力を込めた。奥から湧き出る愛液で、ショーツはすっかり濡れている。早く触れてほしい気持ちと、触れられていないのに濡れてしまった羞恥に悶える。

　胸にあった秀の顔が腹に下がって、ヘソを舌先でまさぐられる。ズボンごと下着をずらされ、いよいよだと喜び勇んだ腹がブルッと波打った。期待が彼に伝わったのか、さらに下がった秀の唇は恥丘に到達した。ズボンとショーツが脚から抜かれ、太腿を大きく広げられて繁みに唇を寄せられる。

「やだ……っ、なんで、そんなところ」

　恥毛を舌で探られて、詩織は困惑した。

「詩織の全部を、味わいたいんだ」

「ひぁっ」

　脚の付け根を強く吸われて、ヒクリと陰唇がうごめいた。濡れた箇所に秀の息がかかって、恥ずかしくてしかたがない。

「ねぇ、恥ずかしい」

　まさかそこを舐めたりはしないだろうが、間近で見られるのは落ち着かない。

「ゴメン。だけど、一年も約束を守ってガマンした俺への、ご褒美だと思ってさせてほしい」

　情熱的な瞳でそんなふうにお願いされると、止めてとは言いづらい。好きな人のしたいように、求められるままに愛されたいという気持ちが羞恥を凌駕する。

「わ……わかった」

「ありがとう」

　本当にうれしそうに、無邪気に言った秀の頭はさらに移動し、内腿から膝、脛、足首、はては足指にまでキスをされ、詩織は羞恥と快感に細かく震えた。

「ぁ、ああ」

　足指をしゃぶられて、嗜虐に似た優越の恍惚にめまいを覚えた。猫のように目を細める秀の、喜びに満ちた様子に心がほっこりとぬくもった。

（私、こんなにも想われているんだなぁ）

　幸せな心地に満たされて、詩織は文字通りに足先まで愛撫をされた。掴まれた足首が、秀の肩に乗せられる。何をされるのかと思うより早く、尻が浮くほど高く脚を持ち上げられた。

「えっ、え？」

「もっと、詩織のイイ声が聞きたい」

　言い終わらぬうちに、陰唇に口づけられて腰が跳ねた。

「ひっ、ぁあ……うそっ、え……あんっ」

　舌で肉花をかき分けられて、蜜をたたえた箇所を乱される。蠕動するヒダをからかうように動く舌に、詩織は翻弄された。

「は、ぁあ……そんなところっ、ぁ、ダメぇ……っ」

　秀の髪に指をうずめて、顔を離そうと押してみてもびくともしない。逃げようとする腰を力強い腕で引き留められて、かき回される。

「ぁあ、あっ、秀……やだっ、あ、ねぇ、待って、ねぇ」

　イヤイヤと首を振っても、下肢への深いキスは止まらない。恥ずかしくて、気持ちがよくて頭がクラクラする。

「ふぁ、あっ、あんっ……あっ、ひっ、そこぉ」

　舌が移動し、秘裂の奥に隠れていた欲の核を探り当てられた。舌に絡めとられて吸われると、脳天を突き抜けるほどの快感に貫かれた。

「んぁああっ、あっ、や、そこぉ……っ、んぁ、ひぁう……っ」

　むさぼるように陰核を食まれて、詩織は足を泳がせた。気持ちがよすぎて理性が乱れ、本能だけになっていく。こんな感覚は初めてで、どうしていいのかわからない。

「は、ぁあう……っ、だめぇ、あっ、変になっちゃ……ぁう」

　甘くて高い悲鳴に呼応するかのように、秀の舌撫は激しさを増した。奥から蜜があふれ出て、いやらしい水音が立つ。

（味わわれてる……私の、秀に……恥ずかしいっ！　けど、気持ちいい）

　下唇を噛んで、強い愉悦に耐えようとするがかなわない。唇はすぐにほどけて、淫らな声を上げてしまう。

「ひぅ、あっ、秀……っ、は、ぁあんっ、あっ、ああっ」

　体の奥底に激しいうねりが生まれて、どんどん大きくなっていく。未経験の感覚に、詩織は怯えた。

「やだ……変、ねぇ、秀っ！　何か……あっ、来てる……っ、来る……あっ、ダメ」

　身悶える詩織は、得体の知れない何かを抑えようと体を丸めた。しかし、秀の与える甘美な刺激にあっけなく溶かされる。うねりは嵐となって渦巻いて、木の葉のように翻弄される。

「ふぁあ、あっ、あぁ、ダメ、あっ、いい……っ、いいけど、ダメェ！」

　自分でも何を言っているのかわからなくなった詩織は、快楽のるつぼに呑み込まれて高い場所へと突き上げられた。

「はっ、あ、ぁぁあぁあっ！」

　のけぞって声を放った詩織の奥から、大量の愛液が流れ出る。ビクンビクンと痙攣をする詩織の下肢から、秀の顔が離れた。そっと足をベッドに下ろされ、顔を覗き込まれる。

「は、ぁあ……あ、あ」

　余韻に痙攣をする詩織の唇が、秀の指になぞられる。

「イッてくれたみたいで、よかった」

「イ……ク？」

　余韻にあえぎながら、ぼんやりとした声で返事をした。寝起きのまどろみにいるような感覚に包まれて、シーツの池にたゆたっているような心地がする。

（これが、イクっていう感じ？）

　雑誌で読んだ体験談や、漫画で見たそういうシーンが脳裏に浮かぶ。想像をしていたよりも、ずっと強烈な刺激に思考がうまく働かない。

「初めてのセックスは、うんと気持ちよくなってもらおうって思っていたんだ。俺先行にならないようにって考えて、まずは詩織にイッてもらおうって」

　ニッと持ち上がった秀の唇を濡らしているのは、自分の愛液だ。認識すると、満面が茹蛸のように真っ赤になった。何かを言おうと思うのに、言葉が出て来てくれなくて口をパクパクさせていると、髪を撫でられた。

「だけど、せっかくのイク顔を見られなかったから、今度は指でさせて？」

「……えっ？」

「詩織の気持ちよくなっている顔、見たいんだ」

　にこっとされて、目をパチクリと瞬かせる。悦楽の余韻が去りきっていないうちに、またあの強い法悦を与えられるのだろうか。

　チュッと頬にキスをされて、下肢をまさぐられた。濡れた箇所に指が沈んで、かき乱される。

「は、ぁ……っ、秀……また、さっきの？」

「そう、さっきの」

　イヤではないが、慣れないものをどう受け止めていいのかわからず、秀の首にしがみついた。まずは詩織の快感を優先すると考えてくれた秀の気持ちを受け止めようと、目を閉じて先ほどのうねりを待ち構える。

「そんなに緊張しなくても」

　クスッと鼻先で笑われて、唇を尖らせる。

「だって、初めて……だったし」

「初めて？」

　聞き返されて、詩織は耳まで真っ赤になった。

「あ、その……イ、イクのが」

　細い声で告白すると、秀は「そっか」と頬をゆるませた。

「じゃあ、詩織のイク顔を見るのは、俺が最初なんだな」

「ばか」

　つぶやいて、秀の肩で顔を隠した。よしよしと頭を撫でられて、気恥ずかしさがふくらんだ。ごまかすために、拗ねたフリで軽く彼の肩に歯を立てる。

「こらこら」

　じゃれつく子猫を叱るような、愛おしさのこもった注意に胸の奥に恋しさの火が灯る。顔を上げると、優しい瞳に包み込まれた。心がふわっと吸い込まれて、唇がさみしくなる。顎を上げるとキスをされた。

「んっ、ん」

　親猫が子猫の毛づくろいをするような、優しくていたわりのこもったキスに体の力が抜けていく。すっかりリラックスした頃に、秀の手が下肢に滑って足の間を撫でられた。濡れそぼった花弁を広げられ、沈んだ指に肉芽をつままれる。指の腹でつぶすようにこねられると、小さな箇所から全身へ、電流に似た淫靡な刺激が広がった。

「は、ぁ……ぁんっ、ふぁ」

「詩織、かわいい」

　ギュッと陰芽をひねられて、目の奥に火花が散った。

「ひぁんっ、あっ、ああ」

　そのままクリクリともてあそばれて、太腿がビクビクと痙攣する。キュウンと陰唇が収縮し、蜜壺が熱くなった。ヒダが秀の指を歓迎するみたいにうごめいて、腰が揺らめく。

「ふぁ、あっ、あん、ぁあ……秀、あっ、ああ」

「もっと、もっと甘い声を聞かせて？　詩織の気持ちいい顔、見たい」

「んぁあ、ばかぁ、あっ、は、恥ずかし……っ」

「恥ずかしがってる余裕もなくなるくらい、気持ちよくさせたいな」

「ひぁあんっ」

　肉芽を指先で弾かれて他の指で隘路を刺激されると、詩織は耽美なめまいに襲われた。気持ちがよすぎて、わけがわからなくなる。

「は、ぁあ……っ、ひ、ぁう……秀っ、ぁ、ああ」

「詩織、好きだよ」

　チュッ、チュッと、激しい指使いとは裏腹に、優しいキスを頬や目じりに受ける。その落差に、詩織の心は大きく揺れた。愛おしさと欲情が混ざり合い、破裂しそうだ。

「ん、ふぁあう……っ、また、あっ、くる……あっ、あ」

「イキそう？」

「んっ、ばかぁ」

　恥ずかしくて、気持ちがよくて、涙目になった詩織の罵倒に秀はほほえむ。慈しみに満ちた笑顔に、胸がキュンと苦しくなった。やわらかな笑みとは裏腹に、緩急をつけて与えられる愛撫は激しい快楽を生み出していく。

「んぁあっ、あ、は……秀、あぁ……は、ぅうんっ」

「恥ずかしがらないで、素直に受け入れて身をゆだねて」

　妖艶な誘惑にめまいがする。目じりに溜まった快感の涙を唇で拭われた。

「は、あぁ、秀……しゅ、ぅう」

「ん、詩織……詩織の最高に気持ちいい顔、見せて？」

　グッと強く淫核をひねられた瞬間、二度目の絶頂が訪れた。

「ひぁあぁあっ！」

　強烈な刺激に貫かれて、腰が跳ねた。のけぞって衝撃のままに高く艶やかな悲鳴を上げる。視界が一瞬、真っ白に塗りつぶされた。

「は、ぁ……あ、あ」

　余韻に痙攣する頬を、唇で撫でられる。キスを返す余裕もなく、詩織はまぶたを閉じて衝撃が落ち着いていく過程を味わった。

「ふ、はぁ」

　ふっと全身のコワバリが抜けると、ドロドロにとろけたような気だるい重さがやってくる。全力疾走をした後のように胸をあえがせていると、ふっと耳元に秀の息がかかった。

「すごく、かわいかった」

　耳に注がれた声とキスに、詩織は照れくさくなった。それがなんとなく気恥ずかしくて、ごまかすために頬をふくらませる。

「あれ、不満？」

　小首をかしげた秀に、ふてくされた声で言う。

「ずるい」

「え？」

「そっちばっかり、ずるい」

　きょとんとする秀に、詩織はムッとしたまま告げた。

「私だって、秀に触りたくてもガマンしてたのに。秀ばっかりずるい」

「それって……」

「私にも、秀をいっぱい触らせて」

　面食らう彼の鼻に軽く噛みつく。

「秀ほどじゃないかもしれないけど、私だってずっと片想いしていたんだからね」

「詩織」

　うれしげに声を震わせた秀が、はにかみながら視線をさまよわせる。ニヤけた口元がかわいいなと思いつつ、詩織は法悦の余韻に浸された体を起こした。

「だから、私にも触らせて」

「わかった」

　うなずいた秀が正座をしたので、詩織は吹き出した。

「やだ。なんで正座？」

「あ……なんとなく」

　苦笑いをして頬を掻く秀に、愛おしさが募った。飛びつくように抱きしめて、大きくて熱い肌に顔を擦り寄せる。

「あったかい」

　つぶやいた詩織の背中に、秀の手が触れた。胡坐になった彼の膝に乗せられて、安心感を覚えた詩織はそのまま眠りそうになった。

（違う！　ダメダメ）

　ハッと目を開けて、彼の首筋に口を当てる。軽く吸って、たくましい肩にも唇を押しつけた。自分とはまったく違う、鍛え抜かれた体に心音が高まる。初めての絶頂を与えられたときとは違う詩織の鼓動は、彼への想いにあふれていた。

　唇を滑らせて、盛り上がった胸板を軽く吸った。女性のカップで言うと、Ｃカップくらいにはなりそうだと思いながら、両方を手のひらですくい上げる。

「ふにふに」

　つぶやくと、秀がグッと力を入れた。みっちりと詰まった筋肉の硬さにクスクス笑いながら、胸筋の谷に舌を這わせた。背骨がゾクゾクして、鼻の孔が興奮にふくらむ。女の胸とは違う感触が不思議で、面白い。

　胸の色づきも、女のそれとは違っていた。楕円形で、色が薄い。中央の突起も、自分のものと比べると小さかった。

（不思議……体は秀のほうが大きいのに）

　ドキドキしながら、舌先でそっと乳首をつついてみる。ぴくっと秀の体が震えた。男の人もここで感じるのだろうか。

「ん……んっ」

　吸い込まれるように口を寄せてチュクチュク吸うと、彼の体が細かく震えた。

「気持ちいいの？」

「いや……なんか、くすぐったい」

　なぁんだと落胆して、詩織は両手でずっと触れたいと願っていた彼の体をゆっくりと、確かめるようにまさぐった。自分の腕の倍ほどもある、たくましい二の腕。胸筋のふくらみから伸びる、なだらかな腰までの曲線。波打つ腹筋の力強さを堪能し、キュッと締まった形のいい尻を掴んだ詩織の視線は、隆々とそびえている欲望をむき出しにした肉感的な男の証に釘付けになった。

　ゴクリ……と、喉が鳴る。太腿とは違う色の猛々しいそれは、先端がわずかに濡れていた。これは情欲の証だ。

（触ってもいいんだよね）

　心臓がこわばる。呼吸が浅くなって、体が震えた。

「詩織？」

　動きを止めた詩織に、秀の怪訝な声がかかった。その声に促され、詩織は両手で欲の象徴を包んだ。

「んっ」

　軽く息を呑んだ秀の反応に愛おしさが沸き上がり、胸がキュンと絞られた。気持ちよくさせたいと強く望む。

（さっき、私がうんと愛してもらったみたいに）

　おそるおそる熱い塊の根元の繁みをまさぐると、秀の呼気がわずかに乱れた。力のこもった太腿がふくらんで、快感を与えられているのだとわかった。

（もっと、もっと気持ちよくさせたい）

　しかし、どうすればいいのかわからない。男の人のこれは、ただ擦ればいいだけなのか。それとも、何かコツがいるのだろうか。

（とにかく、上下に擦ってみよう）

　力加減がわからないので、ゆるめに握って手を動かした。

「っ、は……ぁ」

　心地よさそうな秀の声に、体の内側で欲情が大きく育つ。

（私のイク顔が見たいって言った秀も、こんな気持ちだったのかな）

　口元をほころばせて、詩織は手を動かした。単純な動きでも、秀の胸は荒く上下し、腹筋がピクピクと波打ち始めた。

「秀、気持ちいい？」

「ん……いいよ、気持ちいい」

　劣情を含んだ吐息に詩織の下肢がブルッと震えた。もっともっと、秀を気持ちよくさせたい。記憶の中にある過去の彼氏とのセックスや、友人としたエッチな会話、本で得た知識などを引き出して、秀をうんと愛そうと気合を入れる。

（ええと、本にはなんて書いてあったっけ）

　手の中の情炎を見つめた詩織は、傘の根元までしか擦っていないことに気がついた。ジワリと陰液を滲ませる先端の、小さな切れ目に視線が止まる。

（もっと、全体的にしたほうがいいよね？）

　さきほど感じた陰唇のもどかしさを思い出し、手の中のものと自分の感覚を重ねて考える。片手で熱情を擦りながら別の手を先端に当てた詩織は、親指で汁口を撫でた。

「は、ぁ」

　秀の声が大きくなって、ビックリする。顔を上げると、秀の目が淫靡に濡れていた。

「ここ、いいの？」

「ん、すごくいい」

　とろりとした彼の目に、女の園がキュウンとすぼまる。そこに、手の中のものを受け入れたい。

（でも、その前に……私も秀のイク顔が見たい）

　彼の欲望が解放される様子を見てみたい。

（よしっ）

　片手で根元から傘までを擦りながら、いいと言われた亀頭を指や手のひらで撫でまわす。秀の息がどんどん荒く浅くなり、胸筋がブルブル震えた。

「は、ぁ……っ」

　ビクンと手の中の熱が震えて、詩織の肩はビクッと跳ねた。

「ごめん、驚かせた」

「ううん、大丈夫。これ、もっとしていい？」

「うん、されたい」

　快感に彩られた秀の声に、詩織の腹の底が熱くなる。愛撫をしている側なのに、体の奥を撫でまわされている気分になった。亀頭を撫でる手のひらは、彼の情液で濡れている。滑りのよくなった手で先端を包んで揉むと、秀の淫声が高くなった。

「っ……ふ、ぅ」

（気持ちよくなってくれている）

　うれしくて、詩織はふふっと笑みをこぼした。彼の二の腕をチラリと見ると、グッと盛り上がっている。

（さっきの、私みたいに、気持ちがいいのをガマンしているんだ）

　楽しくなって、詩織はますます愛撫に励んだ。手の中のものが脈打って、先端からこぼれる液の量が増す。秀の息はどんどん上がって、淫らな声が断続的にこぼれ出る。

「詩織……っ、あ」

　手の動きを速めると、秀の腰がわずかに浮いた。手の中の熱がビクンビクンと脈打っている。手のひらから伝わる彼の興奮に、詩織の奥が震えてとろける。さきほど経験した絶頂の感覚を思い出し、秀もあんな状態なのではないかと感じた。

「は、ぁ……っ、詩織……く、顔、離し……っ、う……っは、ぁ」

　頭に秀の大きな手が乗せられる。どうして顔を離さなくてはならないのだろう。不思議に思いつつ彼を見上げると、ブルンと激しく手の中で震えた秀の本能から熱い液体が噴き出した。手のひらで受け止めた詩織は、立ち昇る独特の匂いを嗅いだ。

「は……は、ぁ」

　安堵とも脱力とも取れる息をこぼした秀の目じりが、幸福にとろけている。彼の気持ちが詩織に伝わり、詩織の胸も甘くとろけた。

　ふっと唇がさみしくなって、キスが欲しくなる。見つめていると、両手で頬を包まれた。こつんと額を重ねられ、獣欲をたたえた瞳で見つめられる。

「ひとつになりたい」

　ささやきは力強く、詩織の胸に響いた。熱い息の塊が詩織の腹からせり上がり、喉を通って秀の唇に触れた。

　悩ましい息をこぼした詩織の口に、秀のささやきが注がれる。

「もう、ガマンできない」

　彼のように、もう一度手淫でイかせたいという望みは、あっけなく吹き飛ばされた。ヘソの奥がジワリと濡れて、女の園が熱杭を求めてうごめいた。

「わ、私も……秀が欲しい」

　かすれた声で告げた詩織の唇に、サッと軽いキスをした秀が「ちょっと待ってて」と言って離れた。ベッドの向かいにある机の抽斗を開けて、避妊具を取り出す彼の背中を見つめる。

　形のいい尻には、エクボが浮かんでいる。それにキスをしたいなと考えていると、秀が戻ってきた。達したばかりのはずなのに、陰茎はしっかりと天を向いてそびえていた。

「詩織」

　肩を抱かれて、キスをされる。互いの唇を軽く食みあい、伸びてきた舌に口腔をまさぐられる。肌が粟立ち色づいて、淫らな波が体内でさざめいた。

「は、ぁ……秀」

「ん、詩織」

　彼の腰に脚を絡めて、迎え入れる体勢になる。耳元で「ありがとう」とささやかれ、胸が喜びでいっぱいになった。

「私こそ……」

（好きになってくれて、ありがとう）

　心の中でつぶやいて、彼の首に顔を擦りつけた。淫靡に熟れた花園に、猛々しいものがあてがわれる。切っ先で割り開かれた箇所が張り出しに絡みついて歓迎を示し、ハチミツみたいな甘くてとろみのある悦楽が生まれて、うっとりとした息が漏れた。

「ぁ、あ……秀」

　強く彼を引き寄せて、ひとつになりたいと態度で伝える。もどかしいくらい慎重に腰を進められ、じわりじわりと擦られる箇所が気持ちいい。このまま奥まで貫かれるのだと目を閉じて待ち構えていたが、半ばまで埋まった頃に、ふいに秀が動きを止めた。

「なんか、もったいないな」

　照れ笑いを含んだ声に、ニヤけてしまった。詩織は、彼がどれほどこうなれる日を待ち望んでくれていたのかをかみしめた。

「秀」

　奥へ来てと促すために名を呼ぶと、秀が小さく「うん」と答えた。ふたたび動いた秀の質量に、詩織の内側が支配される。圧迫されて押し出される空気が喉に詰まって、うまく抜くことができなくなった。

「っ、は……ぁ、あ」

　息を詰まらせた詩織の背に、秀の手が当てられる。腰を持ち上げられ、のけぞる形にされて深いキスを受けた。

「ふ……はぁ、あっ、あ」

「ん、詩織……っ」

　彼のキスのおかげで、詰まっていた息が抜けた。ひとつになれた喜びにほほえむと、秀の眉間に深いシワが刻まれた。

「秀？」

「そんな色っぽい顔をされたら、気遣う余裕……なくなる」

　苦しげに、うめくように言われてクスクス笑うと、腹が波打って花弁が揺れた。肉花にやんわりと絞られた情杭がビクンと跳ねて、打たれた隘路が甘くしびれた。

「んぁっ」

「っ、詩織」

　息を詰めた秀が勇躍する。脚を高く持ち上げられて、深い場所を切っ先でえぐられた。

「ぁはぁあっ！」

　脳天を貫くほどの快楽に、高い悲鳴が飛び出した。何かをこらえるように、必死の形相で体を揺らす秀の瞳が獣欲に染まっている。ガクガクと揺さぶられる詩織は、押し寄せる劣情の恍惚にさらされて、嵐にもまれる木の葉のように翻弄された。

「は、ぁあぁううっ、ひっ、ぁ、あぁ」

　濡れそぼった箇所を滑る秀の熱が、どんどん硬く大きくなっていく。激しく擦られる隘路が淫壁となって彼を受け止め、肌が悦楽にシュワシュワ弾ける。

「ひ、ぁ、秀……っ、しゅ、ぅう」

　あえぐ合間に名を呼ぶと、突き上げる動きが早まった。たっぷりと濡れた箇所をかき乱されて、圧迫の息苦しささえ気持ちいい。快楽と愛しさが混ざり合い、心も体もすべてが秀に満たされる。

「詩織っ！」

「ぁ、ああっ」

　必死の呼びかけと貪欲な秀の動きに、詩織は淫靡な幸福に満たされてクラクラした。こんなにも欲しがってくれる彼が、かわいくて、愛おしくてたまらない。

「秀、ああ……秀！」

　叫ぶように名を呼んで、嬌声を響かせる。肌のぶつかる音がするほど深く激しい律動に、愛蜜となってあふれる想いがかき混ぜられて、淫らな水音が響いた。

「んぁあ、あ、は、ふ、ぅう……っ、も、ぁ、いっぱ……あぁ、秀で、いっぱ……い」

　彼に満たされていると伝えたいのに、息が乱れてうまく言えない。それでも秀は言いたいことを汲み取ってくれた。

「ん、俺も……っ、詩織でいっぱいになってる……っ、もう、頭の中も、体も全部……詩織しかいない」

「ああ、秀っ」

　もっともっと満たされたくて、詩織は髪を振り乱して燃えるように熱い秀の肌を抱き寄せた。しっとりと汗を滲ませている秀の体から、さわやかな男らしい香りが立ち昇っている。

（秀の匂い）

　深く息を吸い込んで彼の匂いで肺を満たすと、愛おしさで心がギュッと詰まった。心に体が呼応して、興奮に体がふくらむ。

「は、ぁあ……秀、ぁあ、秀」

「詩織……っ、好きだ……ああ、やっと……っく」

　息を詰まらせた秀が大きく震えて、腹の奥に熱情が注がれる。ブルンと震えた熱杭に打たれた衝撃に、閃光のような愉悦が走る。目を見開いた詩織は、顎をのけぞらせて高く細い悲鳴を上げた。

「ひっ、あ、あぁあああ！」

　詩織の胸に顔を伏せた秀が、想いのすべてを放っている。逃すまいとするかのような、あるいはすがりついているかのような彼の腕に包まれて、共に震える詩織の全身を悦楽の波がさらっていく。

（ああ……秀が、私に……っ）

　喜びに心が震える。やっと想いが重なったのだと強く実感した詩織は、全力疾走をした後みたいにぐったりとした秀を抱きしめて、安堵に似た熱っぽい吐息を漏らした。

「は……ぁ、ふ……ぅ」

　空気がねっとりと絡みついて、体が重い。指を動かすのもおっくうなほどだ。

「詩織」

　ささやきと共にキスをされ、詩織は気だるい笑みを満面に広げた。充足の疲れと呼ぶにふさわしい満足感に包まれている。

「秀」

　ささやきかえして、秀の髪を撫でた。

「そんな顔されたら、また……シたくなる」

　グッと腰を寄せられて、詩織は小さな官能の悲鳴を上げた。

「いい？」

「ん……私も、いっぱいシたい」

　甘い声で返事をして、彼の愛撫を受け止める。

（明日、休みにしておいてよかった）

　何も気にせず、互いに片想いをしていた間の気持ちを思い切りぶつけあえるから。

　幸福で胸をいっぱいにしながら、飽くことなく想いのままに求めてくる秀を受け止める詩織は、幸福の悲鳴を上げながらいつの間にか意識を失っていた。






第二章　ときめく日常を手に入れて








「おはよう」

　甘くとろける笑顔が、目覚めてすぐに見たものだった。優しく垂れた目じりと愛おしさをたっぷりと含んだ瞳。通った鼻筋の先に、弓なりにしなった薄い唇がある。男らしい顎のラインと太い首。

「おはよう」

　照れくさくなりながら、詩織は愛しい男にあいさつを返した。

　額にキスをされて目を閉じると、まぶたにキスをされた。お返しと思って彼の首に唇を押しつけると、頬を重ねられた。彼の腕に包まれて、分厚い胸に引き寄せられる。

「こうしていられるなんて、夢みたいだ」

「私も」

　吐息交じりにつぶやく彼に、詩織もささやく。

「俺のこと、好きになってくれていたのなら、もっと早く言ってくれたらよかったのに」

　おどけた調子の声に、詩織は冗談めかして言い返した。

「途中で、どんなふうに思っているのか確認してくれたらよかったのに」

　視線を絡めて、同時に吹き出す。クスクスと笑いながらキスの応酬を繰り返し、足を絡めてたわむれる。顔を近づけて額を擦り寄せ、頬を重ねて唇を寄せ、顔中にキスの雨を降らせた。

「ふふ」

　胸の奥がふくらんで、幸福でいっぱいになっている。こんな時間が過ごせるのなら、もっと早く彼に想いを打ち明けていればよかった。

（ううん。ちゃんと一年ガマンしたから、こんなふうになれているんだ）

　想いを温め、募らせていたからこその幸せなのだと、詩織はかみしめた。

「あっ」

　首筋のキスがくすぐったくて、身じろぎをした詩織の足が秀の下半身にぶつかる。熱く固いものが太腿に触れて、彼の中心が硬くなっていることに気がついた。目を丸くした詩織は、ニッと歯を見せた秀にいたずらっぽく「ゴメン」と言われて頬を染めた。

（あんなにしたのに、まだ元気になれるんだ）

　ドキドキと鼓動が高まる。それと同時に、へその奥がじんわりと熱を持った。

（やだ……私も）

　キュンと女の園が締まって、詩織はそこを意識した。胸の先が尖って、甘く痺れる。

「詩織」

　低くひそめられた秀の声が淫靡で、詩織はヒュッと息を呑んだ。

「すごく、エッチな顔してる気がするのは、俺の勘違い？」

　淫らな視線に瞳の奥を覗かれて、詩織は唇を薄く開いた。

（どうしよう……勘違いじゃないって言ったら、はしたないって思われちゃうかな。でも、秀だって大きくしているんだし……いいよね？）

　高まる鼓動を抑えながら、詩織は情欲を浮かべる秀の瞳を見返した。

「秀が大きくなってるって知って、ちょっと、エッチな気分になっちゃった」

　照れ交じりに告白すると、強く抱きしめられた。かと思うとのしかかられて、むさぼるようなキスをされる。

「んっ、ふ……ふ、ぅむ……っ、は、ぁ……っ」

　呼気すらも奪うほど、激しく舌で口腔をかき乱されて、広い肩にしがみつく。息苦しさの奥から快感が押し寄せてきて、詩織は自らも舌を伸ばした。

「んふっ、ん、む……っ、ふ、ぁ……は、秀……っ、んんっ」

「詩織……んっ、もっと、詩織が欲しい」

「うん……いいよ。一年も待たせちゃったんだし……いっぱい、して？」

　獣みたいにギラギラした目で求めてくる秀が、愛おしくてかわいくてたまらない。ずっと、おあずけをくらっていた秀の大きな手のひらに乳房を包まれ、寄せ上げられて乳頭を交互に舌で舐られると、蜜壺が痙攣した。

「ふぁ、あっ、は……ああっ、秀」

　先端を舌で弾かれ、色づきの周囲をなぞられて、やわやわと根元を揉みしだかれる。胸の芯に集まった悦楽が体中に広がって、恍惚のさざ波が肌に走った。ひくっ、ひくっ、と肉の花が開花を始めて、奥からトロリと蜜がこぼれる。

「んぁ……ぁ、秀ぅ……っ、ねぇ、ああ」

　胸より下も触ってほしいと、詩織は腰をくねらせた。秀の強直が女丘にぶつかって、ふたりの下生えが重なる。背中を丸めた秀が腰を動かすと、繁みが擦れて絡まった。

「あ、ん……っ、秀、ぁ、あ」

「ああ、詩織」

　うっとりとした彼の声に、体はさらに熱を上げた。すっかり火照った詩織の肌は、隠れていた性感帯を目覚めさせ、秀の愛撫に歓喜した。

「あっ、ああ……秀……っ、ねぇ、熱い」

「俺も、熱い」

　証拠だと言いたいのか、ぐいぐいと腰を押しつけられた詩織は、男の証のたくましさにめまいをおぼえた。ほんのり濡れた感触があるのは、彼が最高に興奮をしている証拠だ。

（私を欲しがってくれてるんだ）

　うれしい、と詩織は顔をほころばせて脚を開いた。

「いっぱい、秀をくれる？」

「大胆だな」

　目をパチクリさせた秀に、詩織はかわいらしく小首をかしげた。

「イヤ？」

「イヤじゃない。むしろ、うれしい」

　ふふっと笑って、秀の腰に脚を絡めて引き寄せる。熱を帯びた槍の穂先が花弁の開きに吸い込まれ、浅い部分を刺激する。

「ふっ、ぁ……くすぐったい」

「気持ちいいってこと？」

「物足りないってこと」

　彼相手になら、素直に言える。受け止めてくれるという安心感を覚えた詩織は、積極的になった。

　脚に力を入れて尻を浮かせ、腰を揺らして肉花に沈んだ切っ先を包み込む。淡い快楽が入り口から全身へと波紋のように広がって、肌が震えた。わずかに体をこわばらせた秀の、心地よさそうな顔に口元がゆるむ。

「こんなにエッチだなんて、知らなかったな」

「全部、秀のせいだからね」

「俺の？」

「そう。秀のせい」

　恋しさを募らせた詩織は、深いところで繋がりたいと体を揺すって彼を急かした。浅い箇所が擦れる快感に、肌が火照って色づいた。ほほえんだ秀に首筋を優しく噛まれて、短く「あんっ」と悲鳴を上げる。軽くのけぞった瞬間、グッと深く侵入されて、圧迫に目を白黒させながら大きく口を開いた。

「ぁはっ……は、ぁ、ああ……っ、は、あ」

「ん……濡れてる、けど……狭い……っ、痛くない？」

「へ、いき……苦しい、けど」

　額に唇を寄せられて、くるむように抱きしめられる。

「じゃあ、少し慣れるまでじっとしておく」

「つらくない？」

「詩織がつらいほうが、つらい」

　ジィンと胸が震えて、詩織は秀の唇に吸いついた。

「もう！　優しすぎるよ」

「え……っ？」

　つんっと秀の唇を人差し指で軽くつつく。

「もっと、秀はしたいようにしてもいいよ。一年間もガマンして、約束を守ってくれたんだもん。途中で挫折しちゃっても、ぜんっぜんおかしくないのに。忘れずに、花まで買ってきてくれて、正式に申し込んでくれて……なんか、ロマンチスト？」

　思い出し笑いをした詩織の腹が揺れて、内側に包んだ欲熱を締め上げた。刺激に跳ねた熱杭に内側を叩かれて、ジュンッと愛液が滲んだ。

「ふあっ」

「うっ」

　同時にうめいて、ふたりは額を重ねてクスクス笑った。

「ちょっと意外だったけど、うれしかった」

　いかにも真面目なスポーツマンといった雰囲気の秀が、バラの花束を用意して正式に告白をしてくれるなんて思わなかった。

　チュッと秀の鼻先にキスをして、耳元に口を寄せてささやく。

「だから、秀の好きにされたいの。ご褒美って言ったら偉そうだけど……えぇと……そう、こんなにも求められているんだなぁって感じたい」

　夢見がちな声で告げると、秀の体がふくらんだ気がした。えっ、と驚いた詩織は、尻が浮くほど体を丸められ、ガツガツと突き上げられた。

「ひぁっ、あ、は、ああっ、あ……っ」

　唐突な激しさに目を白黒させながら、秀の肩にしがみつく。深い場所まで貫かれ、体の芯に快楽が満ちていく。

「ふっ、詩織……好きだ、ずっと、こうしたかった……繋がりたかった……詩織……っ、詩織」

　うわごとのように繰り返し、眉根を寄せて必死に求めてくる秀の荒々しい動きに、詩織は翻弄されながら笑みを浮かべた。こんなにも欲しがってくれているんだと、体中に満ちた多幸感が愛蜜となってあふれ出る。滑りのよくなった隘路で暴れる秀の情欲は、猛々しさを増して詩織を高みへ押し上げた。

「はぁんっ、あっ、はぅ……秀っ、は、はげし……あっ、ああっ」

「詩織……っ、詩織」

　突き上げられるごとに浮いてしまう体を彼の傍に留めるために、汗を滲ませる秀を抱きしめた。彼の腕にしっかりと掴まれているのに、腰が逃げてしまうほど強い律動に髪を振り乱す。

「んぁあっ、秀……秀っ、あ、ああっ」

　グリッと敏感な箇所を張り出しでえぐられて、詩織の目の奥で火花が散った。ふたたびそこを強く擦られると、今度はまぶしい光が弾けて、詩織は弓なりに背をしならせた。

「は、ぁぁあああっ！」

　絶頂を迎えた詩織の内側で、秀が速度を上げた。極まりの愉悦を引き伸ばされて、震える詩織の淫壁が収縮して劣情を絞る。

「くっ」

　息を詰めた秀が弾けて、極地の先にぬくもりを与えられた。声にならない悲鳴を上げて、彼の情熱を受け止める。

「っ……は、ぁ」

　白く弾けた悦楽が、ゆったりとした幸福を羽毛のように降り積もらせる。それとともに意識をゆっくりと降ろした詩織は、ため息をこぼして弛緩した。ぐったりした詩織の髪に、秀の唇が触れる。

「詩織」

　宝物になった気分で、詩織はうっとりと目を閉じた。

「疲れた？」

「ううん。余韻に浸っているだけ」

「そっか」

「うん」

　頬を寄せて、ふたりでしみじみと満足に浸っていると、雰囲気にそぐわない間の抜けた「ぐぅ」という音が聞こえた。

　パチッと目を開けた詩織は、バツが悪そうに照れ笑いをしている秀を見て吹き出した。

「朝御飯、まだだったね」

「俺、なんか作ってくる」

　起き上がった秀が内側から抜けて、寂しさがよぎった。彼ともっと、くっついていたい。

　思った瞬間、彼の腕を掴んで引き留めていた。

「詩織？」

「あ、ええと……せっかくだし、デートしよ」

　とっさに出てきた言葉に、妙案だと自分自身で感心する。

「ふたりでくっついて、一緒に家の中で過ごすのもいいけど……せっかく、正式な恋人になったんだし。今までの買い出しとかとは違う、恋人っぽいデート、したい」

　なるほどとうなずいた秀が、ベッドのわきにしゃがんだ。

「体、つらくない？」

　体を起こした詩織は、ゆっくりと立ち上がった。

「平気。歩けるし」

　まだ彼が内側にいるような感覚はするけれど、シャワーを浴びて準備をしている間に、落ち着くだろう。

「じゃあ、デートしようか。朝御飯を食べに行って、それから……どこか、行きたいところ、ある？」

「うーん、特には。秀は、ある？」

「あるよ」

「え？　どこ」

　まぶしそうに目を細めた秀に、手を握られる。

「おそろいのマグカップを買いたいんだ。前にショッピングモールで見つけて、いいなって思ったやつがあって。子どもっぽいかな？」

　ほんのり不安を滲ませた秀がかわいくて、彼の手をしっかりと握り返す。

「私も欲しい！」

　ホッとした秀とキスをして彼の部屋を後にした詩織は、ふわふわとした足取りで部屋に行き、とりあえず部屋着とお気に入りの下着を持って浴室へ向かった。

（おそろいのマグカップかぁ）

　ニヤニヤと表情が崩れてしまう。

　彼を好きになり始めたころ、ぼんやりと観ていた恋愛ドラマのワンシーンを思い出す。友達以上ではあるけれど恋人にはなっていない関係のふたりが、おそろいのマグカップを見て互いの気持ちを探り合うシーンがあった。主人公たちのもどかしい気持ちにキュンキュンしたあの場面に似たことを、自分もすることになるなんて想像もしていなかった。

（やだもう、恥ずかしい）

　顔をゆるませたまま熱いシャワーを浴びて体を洗い、彼が残した所有の証に目を止めて、さらにニヤつく。脳裏に秀の様々な表情が浮かんで、踊り出したい気分になった。

（お腹空かせているみたいだし、グズグズしちゃダメだよね）

　浴室から出て髪を乾かし、部屋に戻って服を選ぶ。ショッピングモールが目的だから、歩きやすい服装にして、散歩デートを楽しむコーデにしようか。それとも、かわいらしい雰囲気の格好にして、初デート気分を盛り上げようか。

　しばらく悩んで、タイトなパンツに、ふんわりとしたカットソーを合わせることにした。カジュアルでもあり、愛らしくもある。ウエスト部分に太いリボンがついていて、背中で結んでラインを調整できるデザインだ。髪はハーフアップにして、ヘアアイロンで毛先に軽い動きをつける。ナチュラルメイクをほどこして、姿見の前でくるっと回った。

「うん」

　満足をしてトートバッグを手に取り、階段を降りると身支度を整えた秀がいた。

「おまたせ」

　じっと彼に見つめられ、服選びを間違ってしまったかと不安になった。

「えっと……変、かな？」

　おずおずと尋ねると、ハッとした様子で首を振られた。

「いや、違う。なんか、本当に付き合うことになって、デートするんだなって……ちょっと、浸ってた」

　くしゃっと表情を崩した彼に、照れくさくなる。

（買い出しに行くときとか、おしゃれしたりしなかったもんね）

「秀だって、なんだかおしゃれにしてるじゃない」

　Ｖネックのシャツに薄手のシャツを羽織っている彼は、とてもさわやかで似合っていた。

「じゃ、行こうか」

　靴を履いた彼に手を差し伸べられて、歩きやすいカジュアルなパンプスを履いた詩織は手を繋いだ。

　車に導かれて助手席に座り、ドキドキしながらショッピングモールまでのドライブを楽しむ。緊張をしているのか、秀は話しかけてこなかった。チラチラと盗み見した横顔は、ほんのりとした笑みを浮かべている。もしかしたら緊張をしているのではなく、この時間を静かに味わっているのかなと、詩織も窓の外をながめながら恋人になって初めての三十分程度の短いドライブを楽しんだ。

　駐車場に車を入れて、ふたたび手を繋いで飲食店フロアのパネルを見る。

「どこがいい？」

　秀に問われ、詩織はカフェのパネルではなく、チェーンの定食屋のパネルを指した。

「ここなら、朝御飯セットあるんじゃない？」

「俺に気を使わなくても……詩織は、カフェが好きなんだろう？」

「でも、秀はお腹が空いているんだよね？　物足りないでしょ」

「詩織の笑顔を見たら、心がいっぱいになるから満足する」

　握った手の指の力が強くなって、詩織は「もうっ」と軽くはしゃいで秀の腕を肩で小突いた。

「じゃあ、ここに行きたい」

　選んだ店は、パンケーキ店だった。ここならサイズも大きいし、秀も満足できるだろう。

「わかった」

　エレベーターに乗って、目的の店に到着する。平日だというのに、店内はけっこう混んでいた。モーニングメニューから、詩織はソーセージとサラダ、目玉焼きがついているパンケーキを選び、秀はスモークサーモンとチーズ、サラダのパンケーキを注文した。

「なんだか、不思議な感じ」

　気持ちが浮ついてしかたがなくて、詩織はそれを口にした。

「何が？」

「一緒にお茶したことはあるのに、すごく新鮮っていうか、なんていうか」

「ああ、わかる」

　店員が置いていったグラスを手にした秀が、水をひと口飲んでから言葉を続ける。

「感じが違うっていうのかな？　近しい気がするっていうか、友達とはちょっと違う距離感みたいな……うまく、言えないんだけどさ」

　うん、と詩織は軽くうなずいて周囲を見回した。女同士の席もあれば、男女の席もある。友達なのか、恋人なのか。それとも、恋人未満なのか。自分たちは周囲からどう見えているのかなと考えて、詩織の心はくすぐったくなった。

　注文していたパンケーキがやってきて、ナイフを入れて口に運ぶ。秀は豪快に口を開けて、パクパクと食べ進んでいる。大柄な体躯に似合う食べ方は、見ていてとても気持ちがいい。

「ん？」

　見つめていると、秀の視線がパンケーキから詩織に向いた。

「私の、ちょっと食べる？」

「ありがとう。じゃあ、俺のも」

　どうぞと言って、秀が少し切り分けたものを詩織の皿に入れた。詩織は秀がくれた量より、ずっと大きく切り分けて、彼の皿に載せる。

「こんなに？」

「ブランチで、ケーキを食べたくなるかもしれないでしょう？」

　なるほどなぁと、にっこりした秀に笑い返す。食べきれなくて困る料理も、彼と一緒なら安心して注文できる。こういう甘え方をしてもいいよねと、詩織は半熟卵の黄身をパンケーキで掬った。

　食事を終えて、手を繋いでぶらぶらとショッピングモールの中を歩く。ふと気になった店の前で立ち止まり、店内を見回して、次の店へ。

　なにげない時間のはずなのに、とてもウキウキしてしまうのは好きな人と過ごしているからだ。

（やっと、両想いになれたんだなぁ）

　しみじみと、詩織は思いに浸った。

　彼の気持ちはわかっていた。しかし、心変わりしているかもしれないと不安になって、自分の気持ちを伝える勇気が持てないでいた。そのくらい、秀はシェア生活の中で、詩織を特別に扱ったりはしなかった。優しくはあったけれど、友人以上のそぶりを見せられたことはなかった。

（でも、ちゃんと好きでい続けてくれていた）

　想いを告げられなかった間に抱えていたもどかしさが、きれいさっぱり消え去って、浮き立つ気持ちに入れ替わっている。

　目的の雑貨屋に到着して、マグカップの棚を見る。ペアマグは数種類あった。

「秀が欲しいって思ったのは、どれ？」

「どれも」

「どれもって？」

「や、なんていうか……どれもいいなぁっていうか……これだったら、こんな感じかなぁってふうに、妄想してたからさ」

　言いづらそうに教えてくれた秀の初々しい様子に、詩織はちょっと意地悪な気持ちになった。

「どんな妄想をしていたのか、聞きたいなぁ」

　ニヤつきながら顔を覗くと、秀は真っ赤になった。

（やだ、かわいい）

　自分よりもずっと体格がよくて男らしい秀に、少年みたいな初心な反応を返されて胸がときめく。

「そんなに、私と恋人になりたかったんだ？」

「でなきゃ、一年もじっと耐えたりしてないし」

「そっか、そっかぁ」

　うふふと頬をゆるめて、詩織はマグカップに視線を戻した。

「シンプルに色違いもいいけど、イラストが対になっているのもいいかもね」

　並べたら、イラストの猫がキスをしているように見えるマグカップに手を伸ばす。

「これとか、いかにもすぎるかな？」

「いや、いいと思う」

「本当に？」

　うんうんと首を動かす秀を見て、マグカップを改めてながめる。取っ手の上部が猫のしっぽのように、くるんと丸くなっているのが愛らしい。白地に黒の線でシンプルに描かれているのも好感が持てた。

「じゃあ、これにしよっか」

　ふわっと秀の顔がほころんで、彼の幸福が詩織の心に流れ込む。本当に喜んでくれているんだなぁと感じ入って、ステキな人に恋をされてよかったなと満足感に浸った。

　店内を一周してからレジに向かい、会計は秀が済ませた。マグカップの入った紙袋を大事そうに持つ秀の姿に、詩織も何かを買いたくなった。

「ねぇ、他に欲しいなって思っていたものはない？」

「他に？」

「私と付き合えたら、こんなものが欲しいなぁとか、妄想してたもの」

　立ち止まった秀が、視線を斜め上に向ける。記憶を探る彼を見つめて、詩織は待った。

「家……かな」

「家？」

「あのシェアハウスを買い取って、あれこれリフォームして、ふたりの新婚生活を始められたらなとか、考えてた」

「新婚って……まだ、付き合ってもいなかったときに？」

「妄想なんだから、どこまで想像したって自由だろ？」

「そうだけど……そんな先まで考えていたなんて」

「そのくらい、真剣だってことだよ」

　真面目に言われて、詩織は満面を朱に染めた。口の中でモゴモゴと「ありがとう」とつぶやく。

「ん？　なんて言った？」

「なんでもない。次、どこ行こうか」

「詩織の行きたいところ」

「私は、秀の行きたいところが知りたい」

「俺の、かぁ」

　腕組みをした秀が、楽しそうに希望を述べる。

「それじゃあ、まずはここをウィンドウショッピングで制覇して、ランチして、近くの公園で散歩して、夕御飯にしよう。次の休みの時は、水族館。その次は動物園で、ふたりで連休を合わせられたら、テーマパークとか旅行に行こう。一緒に過ごしている間に、いろんなことを考えたんだ。詩織としたいこと、行きたいところ。いっぱいあるからさ」

　目をキラキラさせた秀は、無邪気な子どもみたいだった。今日より先の予定まで告げられて驚くと、彼はこめかみを軽く掻いた。

「ちょっと、調子に乗りすぎてるかな」

　ううんと首を振って、詩織は彼の腕に手を添えた。

「いいと思う。いっぱい、いろんなところへ行って、いろんなことをしよう。私もね、テレビを観ながら、秀とこんなところに行けたらいいなぁとか、考えたりしていたの」

「じゃあ、今日はこれから先の計画を考える日にしようか。詩織の好きなカフェに行って、ケーキでも食べながら」

「うん。それ、いい！」

　行こうと秀を促して、詩織はこのショッピングモールの中で、一番おすすめのカフェへ向かった。

　

「はぁ、幸せ」

　ぼすっとベッドに倒れ込み、詩織は今日を振り返った。

　両片想いの間にも一緒に買い物をしたことはあったが、今日のように甘い雰囲気ではなかった。出かける先もスーパーがほとんどで、たまにカラーボックスなどの家具を見に行くなんてこともあったけれど、それも必要な目的の物を買いに行くだけで、目的もなくのんびりとウィンドウショッピングを楽しむ、なんてことはしなかった。

（それはそれで、楽しかったけど）

　右手を開いて、じっと見つめる。

（手を繋ぐなんて、なかったし）

　当然だ。恋人ではなかったのだから。

「とうとう、付き合うことになっちゃったんだなぁ」

　声に出して、彼と出会って共に過ごした一年の思い出を振り返った。

　自分で同居をすると決めたとはいえ、初めは、わずかな警戒と緊張を持って過ごしていた。いつのまにか、秀を警戒しなくなった。この人は大丈夫だと、決定的な何かがあったわけではなく、自然とそう思えるようになっていた。昔からの友達みたいになじんだ気持ちになりつつも、異性として意識をする部分を抱えていた。

　日常を過ごすうちに、いつの間にか彼に恋をしていた。恋人になりたいと、願うようになっていた。そして秀の存在は、生活の一部になっていった。

（さっさと告白したら、受け入れてくれるってわかっていたのに）

　一緒にいたいと求められた日を思い出し、詩織は目を閉じた。

　好きになったら、不安になった。共に過ごしている間に、彼の気持ちが変わってしまった可能性を考えた。フラれたらどうしようと怖くなった。

（よかった）

　目じりをとろかせて、意識に残る彼のぬくもりを思い出す。

　これからは、恋人として甘い日々を過ごすのだ。

「ふふっ」

　胸の奥からふつふつと喜びが湧いてきて、体を丸めた。幸せ過ぎて、空に浮かんでしまいそう。

「明日も休みだったらいいのにな」

　ぽつりとこぼした詩織は今日の出来事を振り返りながら、ゆっくりと眠りの世界へ落ちていった。







第三章　想いの強さに妄想が加速して








「じゃあ、行ってきます」

「いってらっしゃい」

　チュッと軽くキスをして、秀を送り出す。彼と付き合い始めてから二ヶ月の間、いってらっしゃいのキスは習慣になっていた。

　今日の詩織のシフトは昼前からなので、家を出るのは秀が先だった。玄関の扉が閉まり、しばらくして車のエンジン音が聞こえた。出勤時間までに軽く家の中を掃除しておこうと、クリーニングシートを手にする。

　さっと床を拭きながら、実家と同じくらいになじんだこの家は、いずれシェアハウスになるのだと考えた。

（イヤだなぁ）

　秀との日々が壊されてしまう。この家を購入できればいいのに。

　自分の貯金額を思い浮かべて、詩織はため息をこぼした。家を購入する頭金には、とてもじゃないが足りそうにない。

（カフェ巡りを控えて、貯金しようかなぁ）

　趣味をガマンして将来に備えるなんて主婦みたいだと考え、気恥ずかしくなって肩をすくめた。

（結婚をするかどうかなんて、まだわからないし）

　恋人にはなったけれどまだ二ヶ月しか経っていないし、プロポーズの話が出るのは早いだろう。付き合う前に新婚生活がどうのという想像をしていたなんて言われたことはあるけれど、片思い中の想像はどこまでも飛躍をしていくものだ。

（結婚かぁ）

　ほうっと、あこがれを含んだ物憂い息がこぼれた。

（遊び……なんてことは、ないだろうけど）

　軽い気持ちで一年待つなんて言えるわけはないから、彼はきっと真剣な気持ちでいるはずだ。将来を見据えた告白だろうと予測はしても、確信はできないでいた。

（だって、秀ってステキだし）

　長身で体格のいい秀は、一見すると威圧感を覚えそうだが、さわやかで人なつこい笑顔に警戒心を解かれてしまう。真面目で真摯な態度と清潔感のある装いに、惹かれる人は少なくないのではないか。

　職場の同僚や客から好意を持たれてもおかしくないと、詩織は常々考えていた。よくよく考えれば、秀はハイスペック男子なのかもしれない。

　そんな秀が、魅力的な女性に迫られてしまったら――。

　ヒヤリと腹の底が冷えた詩織は、考えを振り払おうと頭を揺らした。

「大丈夫、大丈夫！」

　掃除を終えて着替えを済ませ、靴を履いた。玄関の鍵をかけて家を見上げる。

　何度かシェアハウスとして使用をするために、どんなリフォームをすればいいかの相談に乗った。その時に、冗談めかして「新居として過ごすなら」という会話があった。秀がアレを本気と捉えてくれていたらいいのにと考えて、職場へ向かう。

　制服に着替えた詩織はメンバーに笑顔であいさつをし、昼休憩に入る店長から午前中の引継ぎを受けて交代した。

　ざっと店内を見回すと、いつもの木曜日の光景だった。これから近所の大学の学生や、ＯＬなどが昼食を取りにやってくる。コーヒーやサンドイッチの準備をざっと確認して、昼食時の忙しさに備えた。

（今度、店長に言ってエリア会議に参加させてもらおうかなぁ）

　月に一度のエリア会議は、近隣のカフェの店長たちが集まり、それぞれの店舗の取り組みや売り上げについて話し合う。エリアマネージャーが本社の意向や新商品の予告をし、各店からのアイデアをまとめて本社に報告する。もっとお店のことを知ってスキルアップし、昇格すれば手当がもらえる。

（あの家を買う資金作りっていっても、秀がどう考えているのかわかんないけど）

　彼に相談をするのなら、行動を起こしてからにしたい。何もしないままで希望を伝えても、ただの夢物語にしかならない。

（ううん、違う。きっと秀は、ひとりで何とかしようとしちゃう）

　彼に頼ってばかりになるのはイヤだから、自分にだって望みを叶える覚悟があるのだと示したい。

　そんなことを考えていると、大学生の集団が来店した。サンドイッチやパスタなどの注文が入り、忙しくなる。くるくるとカウンターの中で慣れた手つきで作業をこなし、繁忙時間の片付けも終わって、ひと段落したころになじんだ人の姿を見つけた。

（あ、秀）

　カフェのガラス壁の向こうに、スーツ姿の秀がいた。隣には小柄で上品なワンピース姿の女性がいる。清楚という言葉がぴったりの女性は、秀に親しげな笑みを向けていた。

　モヤモヤとした不安が、雨雲のように詩織のみぞおちに広がった。秀は詩織がここで働いていることを知っている。仕事の合間に立ち寄るのは、めずらしくない。しかし、誰かと共に来るのは初めてで、しかも相手は若い女性だ。

（お客様、だよね）

　物件を探している客に違いない。けれど、そんな相手とカフェに入ったりするだろうか。

（朝から物件を見て回って、休憩をしようって話になったのかな）

　きっとそうだと考える詩織は、頭の隅にある違う可能性に気がつかないフリをした。

「吾妻」

　店長に呼ばれて振り向く。小休憩の時間だと手の動きで示されて、秀と女性の姿に後ろ髪を引かれつつ、十五分の小休憩に入った。小休憩中は名札に休憩中というプレートを付け、コーヒーなら無料、その他のドリンクなら差額を払うことで飲むことができる。詩織は休憩プレートを名札につけてアイスカフェラテを自分で作り、差額を払うとカウンターを出た。

　休憩室から客席の様子は見えない。詩織は落ち着かない気分で休憩時間を過ごし、急いでカウンターに戻った。

　秀と女性はカフェ奥の席にいた。資料を広げて話し込んでいる。それだけ見ると営業の様子とも思えるのだが、向かい合わせではなく斜め席に座っているのが気になった。心なしか顔の位置も近いような気がする。おだやかな笑顔で口を動かす秀と、相槌を打つ女性の姿は、妙にしっくりとなじんでいた。昨日今日会ったというより、前から何度もやりとりをしているのではないか。

（物件探しに、うんと時間をかける人もいるって言っていたし、きっとそうだよね）

　ざわざわと胸に不安がさざめいて落ち着かない。女性が秀に好意を持って、わざと物件探しを引き伸ばしているのではないかと疑ってしまう。

（そうだったとしても、秀がなびくわけない……よね）

　自信を持って言えないのは、愛されている自信がないからではなく、女性がとても愛らしいからだ。いかにも男の人が守ってあげたくなるような、ふんわりとした雰囲気の小柄で清楚で上品な様子に、女の自分でも頼られたら世話をしたくなってしまうだろう。

　自分と彼女を単純に見比べて、女性としてどちらが魅力的かと問われたら、多くの人が彼女だと答える気がする。

　気にしつつ仕事をこなしていると、秀と目が合った。カウンターから一番遠い席にいるのに、ばっちりと視線が絡む。くしゃりと顔中をほころばせた秀に、笑顔で小さく手を振った。資料に目を向けていた女性が顔を上げ、詩織を見る。軽く会釈をすると、会釈を返された。

　ふっと秀に顔を向けた女性の口が動く。おそらく「誰？」と問うているのだろう。目じりをとろかせた秀が返事をしている。女性の目が丸くなって、詩織に視線が戻った。

　ふたたび会釈をすると、にっこりと小首をかしげられた。かわいらしい仕草に軽い嫉妬が浮かぶ。同じことをしても、きっと自分は彼女ほどには似合わない。

（イヤな奴だなぁ、私）

　勝手に彼女を恋のライバルだと決めつけて、わずかな敵意を持ってしまった。あくまでも想像でしかないのに。

（私、こんなにも秀が好きなんだ）

　ちょっとしたことで不安になってしまうくらいに、秀を失いたくないと考えている。

（大丈夫。あの人は仕事関係の相手で、ライバルでもなんでもないから）

　頭の中で繰り返し、自分をなだめてはみるものの不安は少しも消え去ってくれなかった。

　やがてふたりは席を立ち、秀が返却台にトレイを運んでくる。

「おつかれさま」

　声を掛けられ、トレイを受け取りながら「そっちこそ」と返事した。

「今日は遅くなるから」

　胸のざわつきが大きくなった。昼出勤の詩織が仕事を終えるのは、夜の十時だ。それよりも遅くなるというのだろうか。隣の女性に視線を移動させると、ほほえみかけられた。

（一緒に晩御飯を食べる……とかじゃ、ないよね）

　営業用の笑顔を女性に向けてから、秀に「わかった」と伝えた。

「それじゃ」

「うん」

　軽く手を振りあって、店を出る秀と女性の後姿を見送ると、バイトの女の子がニヤニヤしながら肘をつついてきた。詩織と同じく、このカフェが好きでバイトを始めた大学生の四しの宮みやだ。彼女は同じ理由でバイトを始めた詩織に親近感を持っているらしく、学校の友人のような態度で接してくる。詩織もカフェの話はもちろん、ファッションや恋バナを気楽に話せる四宮に好感を持っていた。

「あんなにきれいな人がお客様だったら、不安になっちゃいますよねぇ」

　詩織は「まさか」と強がった。

「彼、私にぞっこんだから」

「あらら。ごちそうさまです」

　クスクス笑った四宮に、心の中で礼を言う。

（そうよ。秀は私に夢中なんだから）

　気合を入れて、詩織は不安を抑えつけた。

　

　帰宅をして軽くシャワーを浴びた詩織は、落ち着かない気持ちで秀の帰りを待っていた。時計を見ると、あと数分で午後十一時になる。こんなに遅くまで何をしているのだろうと、昼間の秀と女性の姿を思い浮かべて不安になった。

（早く帰ってきて）

　リビングのソファの上で膝を抱えると、願いが届いたのかエンジン音が聞こえてきた。顔を上げて、車が家の駐車場に入るかどうかを耳を澄ませて確かめる。エンジン音は家の駐車場に入って止まった。

（帰ってきた）

　立ち上がった詩織は玄関へ向かった。鍵が差し込まれ、ドアノブが回されて扉の向こうに秀が現れるとホッとした。

「おかえりなさい」

　出迎えに驚いたらしい秀は軽く目を瞬かせ、すぐに破顔した。

「ただいま、詩織」

　腕を伸ばして彼の首に甘えかかった詩織は、キスをねだった。チュッと軽く唇が重ねられる。とっさに鼻を動かして、知らない匂いがしないかを確認してしまった自分を恥じた。

（そんなことないって思っていたのに……私ってば、心の底では疑っていたんだ）

　彼を信じ切れていない自分を嫌悪すると同時に、どうしようもないほど愛してしまっているのだと自覚を深めた。

「先に寝ていてくれてもよかったのに」

「おやすみのキスをしたかったんだもん」

　昼間の女性が気になっていたとは言えない。とっさについたごまかしの言葉に、秀は心底うれしそうに頬をゆるめた。

「毎日、しているもんな」

　腰に太い腕が回されて、詩織は彼の胸にしなだれかかった。何度も唇をついばみあって、角度を変えて舌を絡める。

「んっ、ふ……ぅ」

　いつもより舌先が過敏になっている気がするのは、彼の帰りを待ち焦がれていたからだろうか。キスだけで肌が火照って、女の園がじんわりと潤った。反応に気づいたのか、秀の目がいたずらっぽく妖艶に光った。

「このまま詩織を食べてもいい？」

「晩御飯の代わりに？」

　唇を重ねたまま、隙間から声を出す。かすれた声は淫らに響いて劣情を煽った。

「晩御飯はもう食べたから……デザート？　違うな。詩織はいつでも俺のメインディッシュだから」

「何それ」

　クスクス笑って、彼の顎に唇でじゃれついた。

「なんか今日は、積極的だな」

「イヤ？」

「うれしい」

　グイッと抱き上げられて、壁に背中を押しつけられる。壁と秀の体に挟まれ、上を向くと口腔を舌で激しくまさぐられた。

「ふっ、ぅう……うふ……ふ、んぅっ」

　呼気をかき乱されて、息苦しさと口内に生まれた快感に胸をあえがせる。肉の花弁が揺らめいて、存在を主張した。胸の先も甘く痺れてプクリとふくらむ。刺激が欲しくて秀の体に上半身を擦りつけると、腰にあった手が服の中に入った。背中を撫でられ、わき腹をくすぐられる。

「ひゃんっ」

　くすぐったくて、高い悲鳴が喉から飛び出す。ゾクゾクと背筋が震えて、肌が淫靡な熱を帯びた。

「は……あっ、秀」

　唇が解放されて、空気を求める。反らした喉に秀の唇が下りて、ネックラインを舌先でなぞられた。

「ぁ、あ……っ、は、ねぇ、もっと」

　激しく求められたいと望むと、耳裏にキスをされた。

「そんなことを言われたら、すごいことをしたくなるな」

　耳元で低く淫らにささやかれ、期待にブルッと腰が震えた。秀の大きな体が足元にうずくまる。何をするのか問う前にズボンごと下着をずらされ、恥裂に舌を伸ばされた。

　何度も陰唇にディープキスをされているのに、なぜか心はいつも緊張してしまう。けれど体は、与えられる心地よさをすっかり覚えてしまっていた。期待に震える奥から愛液がこぼれ出て、グロスをつけた唇のように艶めいてキスを求める。

「ひぅっ、あっ、ああ」

　淫花をチロチロと舐められて、先方の奥に隠れた肉芽を吸われると、強い悦楽が頭の先へ駆け抜けた。

「ひぁうっ！」

　嬌声をほとばしらせた詩織は、秀の頭に両手を置いて天を仰いだ。唇で陰核を甘く噛まれて歯先でコリコリと優しくこねられると、蜜壺が愛液をこんこんと湧き上がらせてヒダをたっぷり潤していく。そこを指でまさぐられ、激しい愉悦に見舞われた詩織の膝はガクガク震えた。くずおれそうになる体を、壁にもたれて支える詩織の下肢は、淫液と秀の唾液で濡れそぼり、艶やかに熟れていく。

（どうしよう、気持ちよすぎて体に力が入らない）

　このままでは、秀の顔に尻を押しつける形で座り込んでしまう。舌と指がより深い場所に触れる想像をして、詩織はクラクラとめまいを覚えた。

「ああっ、ダメ……秀、は、ぁあ……っ、倒れちゃう……ねぇ、あっ、ああ」

　顔を離してほしい。せめて横にならせてほしい。彼の短い髪に指を沈めて訴えるのに、秀は顔を離すどころか愛撫にますます励んで詩織を高める。

「ふぁあっ、あ、秀……ねぇ、秀っ、あ、このままじゃ」

（イッちゃう――っ！）

　心の中で叫んだ詩織は、無意識に自分の乳房に手を当てた。胸先が疼いて疼いてしかたない。体中の性感帯が、刺激を求めて騒いでいる。下肢だけでなく、他の場所にも愛撫が欲しい。

「秀、あっ、ああ」

「そのまま、自分で乳首をいじって」

　口を女陰から離さずに秀が言う。濡れた箇所に息がかかるだけでも気持ちいい。求められた行為をするのは恥ずかしくて、詩織はイヤイヤと首を振った。

「疼くんだろ？」

　唇を引き結んで、コクリと肯定する。気持ちがよすぎて潤んだ瞳で、すがるように秀を見た。

「詩織が自分でしているとこ、見たい」

「エッチ」

　唇を尖らせて、拗ねたように文句を言うと「ははっ」と場にそぐわない、さわやかな笑い声を立てられた。

「エッチだよ。詩織に対しては、ものすごくエッチな気持ちになるし、いやらしいこともいっぱい考える。幻滅されるかもしれないけど、付き合うってなるより前は、淫らな詩織を想像してヌいてた」

　さらりと告白されて、真っ赤になった。

「なっ、そん……っ」

「幻滅した？」

　困ったような笑顔で問われて、グッと喉を詰まらせる。

（ずるい）

　そんな顔をされたら、甘やかしたくなってしまう。彼の望みをなんでも叶えてあげたくなる。

「私が自分でするのを見たら、秀は興奮する？」

「する」

　不機嫌をよそおって問うと、てらいもなく即答された。

「し、しかたないなぁ」

　しぶしぶといった態で上着の裾から手を入れて、自分の乳房を両手で包む。

「それじゃ、見えない」

　羞恥をこらえて上着を脱いで、あらためて乳房を掴んだ。秀の視線が絡まる乳首が、ツンと誇らしげに尖っている。指でつまむと甘い感覚がピリッと走った。

「そのまま、いじくってるところを見せて」

「う……ん」

　目を閉じて、両方の乳首を指の腹でつぶすように転がすと、秀の愛撫が再開された。

「ふ、ぁは……っ、あ……あんっ」

　胸の先と下肢で生まれた淫猥な波が体の中で重なって、大きなうねりに育っていく。頭の芯がボウッとたわんで、法悦に満たされた。

「あっ、ああ……は、ぁう……うんっ、ぁ、ああ……あっ」

　もっともっと強い刺激が欲しくなって、詩織は腰を揺らめかせた。乳首をこねる指の動きが自然と早くなっていく。

「すごい、いやらしくてかわいい」

　秀のつぶやきに、体がカッと熱を上げた。ドプリと愛液があふれ出て、ヒダが妖しくヒクついた。

「言わないで……恥ずかしい」

「恥ずかしがってる詩織、めちゃくちゃ興奮する」

　熱っぽくかすれた秀の声に、へその奥がドクリと脈打った。そこに秀が欲しくなる。

「あぁ、秀……ねぇ、欲しい」

「俺も詩織が欲しいけど、せっかくの機会だから、もっと見ていたい」

「何よ、それ」

「俺、すごくエッチだから」

　さらりと言われて苦笑した。無邪気に言ってのける秀は、詩織が羞恥を含んだ情事を楽しんでいることに気づいている。

　愛おしさと信頼を含んだ恥ずかしさは、快感に深みを与えるスパイスだ。じゃれあいに似たセックスを求める秀の、少年みたいな素直さに詩織は想いを募らせた。

「んっ、ぁ」

　乳首の自慰を再開すると、秀の舌が動いた。肉芽を吸われて隘路を開かれ、天を仰いであえぎつつ胸先の疼きをなだめるために指を動かす。細やかな舌撫にヒダが波打ち、こらえようと思うのに腰が勝手に揺れてしまうほど気持ちいい。

「は、ぁあ……あっ、ふ……秀、あぁ、ねぇ」

「ん？」

「イッちゃったら、私……立ってられなくなる」

「心配しなくていいよ。軽く抱き上げられるって、知ってるだろ？」

　つまり秀は、立ったままで詩織に絶頂を味わわせる気でいるのだ。だったら覚悟を決めて、このままたっぷり楽しもう。

「わかった……じゃあ、いっぱいして？」

「うん」

　秀の指と舌が激しく動き、淫らな水音が玄関に広がった。濃艶な刺激にざわざわと産毛が逆立ち、鼻から甘い息が漏れてしまうのを止められない。

「は、ぁあ……あ、ああ」

　抑えられない嬌声をこぼしながら、ちらりと玄関扉を意識する。万が一にも来訪はないとわかっている時間なのに、誰かが来たらどうしようなどと考えてしまう。

「ん、ひぅ……あっ、はぁ……秀っ、ぁあ」

　想像が快楽を引き立てて、詩織の意識は高みへと駆け上がった。腰に力が入らない。壁に体重を預けて、かろうじて立っている。

「はぁ、はっ、ぁ、ああんっ、あっ、いい……っ、秀……あっ、もう、あっ、あっ」

　詩織の声の変化に合わせて、秀の舌は巧みに動いた。肉の真珠を強く唇で押しつぶされて、指で蜜路の敏感な箇所を擦られると、目の奥で火花が散った。

「は、ぁ、あっ、あぁああ！」

　高く細い悲鳴を上げて、腰を跳ねさせた詩織は大量の蜜液を噴き出した。秀の顔をビシャッと濡らし、ズルズルと壁に沿って腰を落とすと途中で力強い腕に受け止められた。

「すごく、エッチでかわいかった」

　照れ笑いを浮かべて、秀のネクタイを掴んではにかむ。

「スーツ、汚しちゃった」

「こういう汚れ方なら、大歓迎だ」

　額を重ねて瞳の奥を覗かれて、詩織はドギマギした。何度も体を重ねているのに、まるで初めてのような感覚に陥ってしまうのはなぜだろう。

「秀は？」

「ん？」

「イかなくていいの？」

「もちろん、イくよ……詩織の中で」

　チュッと軽いキスと共に言われて、いじわるな気持ちが沸き上がる。

「ずるい」

「なにが？」

「私だけ、しているの見られて」

　どういうことかと、秀の目が疑問を浮かべている。それほど不公平だと思っていたわけではなく、とっさに出た冗談だったけれど、彼の表情を見て自分も彼の自慰を見たいという気持ちが沸き上がった。

「秀が自分でしているところ、見たい」

「えっ」

「いいでしょ？」

　うーんとうなった秀が、こめかみを掻く。

「私は見せたんだし」

　ね？　と甘えた声を出すと、秀はジャケットを脱いでネクタイをはずした。続けてシャツのボタンをはずして、盛り上がった胸筋をあらわにする。

「男が乳首をいじってる姿を見ても、楽しくないかもしれないけど」

　そっちか、と、詩織は秀の自分とは違う形の乳首に視線を向けた。

「下を擦ってるところを想像して言ったんだけど」

「詩織と同じ状況になるのなら、そっちは詩織がするってことにならないか？」

「そうだけど……なんか違う」

　どう説明すればいいのかわからなくて、詩織は頬をふくらませた。

「拗ねるなよ」

　わしゃわしゃと子どもをあやすみたいな手つきで頭を撫でられ、甘えたい気持ちが生まれた。

「じゃあ、私が秀にするから、秀は胸をいじってね」

「ええっ！」

「秀がそう言ったんでしょ？」

「いや、うん……まぁ。だけど、本気で返されるとは」

　モゴモゴと口の中で言いながらうろたえる彼をもっと見たくて、ベルトに手をかけた。

「でも、立ったままは無理だからね。秀が顔に落ちてきたら、私つぶれちゃう」

　おどけてみせると、まいったなとため息をつかれた。

「まあ、俺だけ見て楽しんだっていうのも不公平だし」

　言いながらベルトを抜いた秀が、ズボンのファスナーを下ろして陰茎を取り出した。すっかり興奮しているそれは、勢いよく天を向いている。先端がわずかに濡れているのは、詩織の淫らな姿に興奮をした証だろう。

「ちゃんと、こっちを擦るから」

　強直を目の前にして、詩織はゴクリと喉を鳴らした。体の奥が眼前のものを欲している。しかしこの機会を逃せば、秀が自慰をしているところを見ることはできないのではないか。

（せっかく、見せてくれる気になっているんだし）

　彼がイッた後に繋がるのだから、ちょっとくらいは待っていよう。視線を陰茎から秀の顔に移動させると、彼はちょっと恥ずかしそうに片手で劣情を軽く握った。ゆっくりと上下に擦る手の動きと、彼の表情を交互に見る。立ったまま壁にもたれかかって、昂った自分をさらに高める秀は、片目をすがめて胸を荒く上下にあえがせている。胸筋の丘の先に見える秀の淫靡な表情に、詩織は興奮した。

「すごく、エッチ」

　秀の真似をしてつぶやくと、いたずらっ子みたいな笑みを浮かべられた。

「詩織も、俺に興奮する？」

「する」

「じゃあ、もっと見てもらおうかな」

　息を荒げて、秀は己を擦り続けた。先走りがこぼれて、亀頭が濡れる。触れたくなって伸ばしかけた指を握って、詩織は先端から情欲がほとばしる瞬間を待った。

「ふっ、ふ……っ」

　短く熱い秀の呼気に、詩織の内側が呼応して熱を上げる。男の人はただ擦り上げるだけなのかと、先走りをこぼす亀頭をながめた。片手で先っぽをこねながら、幹を扱いたらもっと気持ちよくなれるのではないか。

（前に、私がしたとき……気持ちよさそうにしていたし）

　初めての手淫を思い出して、ドクリと心臓が大きく跳ねた。興奮にジワリと隘路が濡れて、陰唇がキュウンとすぼまる。

（触りたい）

　情動のままに伸びそうになった手を、グッと抑える。こんなふうに彼の自慰を見るなんて、もう二度とないかもしれない。今はじっとガマンして、普段の秀の自慰をながめていよう。彼を気持ちよくさせたいのなら、あとで愛撫をすればいい。彼が自分にしてくれたように。

　ふわっと心が幸福に浮き立って、詩織は目を細めた。

　結ばれる前は、詩織との性生活を想像してひとりで快楽にふけっていたと彼は言った。目の前にあるのは、自分に恋い焦がれて己を慰めていた秀の姿だと思うと、胸が苦しくなるくらいの愛おしさが押し寄せてきた。

（二ヶ月前までは、こんなふうにして、秀はずっと私に触れたいのをガマンして、想い続けてくれていたんだ）

　幸福に満たされた詩織は、腹筋をわななかせて熱っぽく息を乱す秀に夢中になった。自分に片想いをしていた頃の秀の姿を、もっともっと見つめていたい。彼がどんな風に自分を慰めて、詩織に対する情動を癒していたのかを知って、大切に約束を守ってくれていたのだと改めて感じたい。

「っ、く」

　息を詰めた秀が硬直し、勢いよく白濁したものが飛び出した。空中に広がったものが、詩織の鼻に当たって頬に広がる。とっさに目を閉じた詩織に、秀の手が触れた。

「ごめん」

　目を開けた詩織は、ほほえんで首を振った。独特の香りに鼻孔が満たされる。

「寸止めすればよかった」

　秀の指で顔を拭われ、詩織は指に噛みついた。

「わっ」

　指を舐めると、奇妙な味がした。

（秀の欠片の味）

　お世辞にもおいしいとは言えないが、彼の一部だと思うと愛おしくてたまらない。節のしっかりとした太い指を口の中に引き入れて、軽く吸うと下腹部が疼いた。口の中が性感帯になっている。

「は、ぁ」

　うっとりとした息を吐いて見上げた詩織は、劣情を満面に広げた秀を見た。脇に腕を入れられて、抱き上げられる。しっかりと抱きしめられてキスをされ、広い背中に腕を回した。

「んっ、ん……ぅ、ふ」

「妄想してたこと、他にもしていい？」

　艶やかにねだられて、詩織はうなずいた。彼の肩に上半身を乗せられる形で持ち上げられて、運ばれる。秀は片手で詩織を支えたまま、自分の部屋に入って抽斗を開け、避妊具を取り出した。口を使ってビニールを開け、器用に片手で装着をした秀に下ろされた詩織は、壁に向かって立たされた。

「後ろからだと、いつもと違う場所に当たって、いいらしいんだ」

　尻を掴まれ、たくましさを取り戻した短槍で内腿を擦られる。ふっくらと濡れた花弁が震えて、切っ先を求めた。

「いいよ……秀がしたいようにして」

　肩越しに振り向くと、キスをされた。

「ありがとう」

　ヒダがゆっくりと切っ先に開かれる。愛蜜でたっぷりと濡れた内側は、質量のある熱をスムーズに受け入れた。

「ぁ、は……っ、う」

　いつもとは張り出しの強く当たる箇所が違う。普段とは別の場所が強く刺激されて、慣れない快感に背筋が震えた。ググッと隘路を押し広げられ、詩織は悩ましい息を吐いた。

「は、ぁ……あっ、秀」

　コリッと彼の先端につつかれた部分から、じゅわんっと快感が広がった。

「ん？」

「そこ……っ、ふ」

「気持ちいい？」

　うなずく。肩にキスをされて、小刻みに腰を動かされる。穂先の斜面で優しく擦られると、甘美な感覚が沸き上がった。

「ぁ、はぁ、あ……あぅ……ふっ、ぁ、あ」

　今まで味わったことのない刺激に、詩織は小刻みな嬌声を上げた。トロトロとあふれる愛蜜が内腿に垂れるほど感じている。

「ふぁ、あ……あんっ、あっ、あ……ふ、ぁあ……秀、ぁ、すご、ぁ、気持ちい……ぃ」

「俺も、気持ちいいよ」

　うなじに吸いつかれて、詩織はブルッと大きく震えた。頭の芯がぼうっとしてきて、意識がすべて彼の熱と刺激をされる場所に向く。

「んぁあ……あっ、ああ……は、ぁあ」

　じっくりと引き出されていく悦楽に目を閉じて、ゆるゆると高みへ進む感覚を追いかける。奥をゆっくり圧迫されて、円を描くように擦られると心地よさに喉が震えた。

「んぁ、あは……は、ぁあ、秀、あ……ぁあ、溶けそう」

「溶かしたい」

「なくなっちゃう」

「俺も溶けて、ひとつになるから大丈夫」

　頼もしく優しい言葉に心がぬくもった。愛されているのだと喜びをかみしめる。

「じゃあ、溶かして」

「うん……詩織」

　秀の動きが大きくなった。グゥンと内側で円を描く劣情に、敏感な場所が押しつぶされて、蜜壁が擦られる。わななく隘路が熱くとろけて、官能が背骨に満ちた。体の芯がふやけて溶ける。彼を包む箇所が熱杭にたわむれるように蠕動し、秀の乱れた息が詩織の耳に触れた。

「は、は……っ、はぅ、あ、ああんっ、あ……秀、あ、また……イきそう」

「いっぱいイッていいよ」

　急かすことなく、秀は一定のリズムで詩織の快楽の壺を刺激する。どんどん硬さを増していく秀を気持ちよくしたくて、詩織は体を前後に揺らした。

「もっとしてほしいって、ねだってる？」

「んっ、秀にも、気持ちよくなってもらいたいの」

「俺は、とっくに気持ちよくなってるよ」

「もっと……溶けるくらいになって」

「詩織」

　髪にキスをされて、奥を深くえぐられる。

「ひぁあっ、あ、ああ」

　大きくうねった快感に背を反らすと、肉壁が熱杭にすがりついた。がっしりとした熱情がブルッと震えて淫波が生まれ、恍惚に呑まれた心が震える。

「は、ぁあ……っ、秀」

「いい？　詩織」

「ん……いい……秀は？」

「気持ちいいよ……すごく、いい」

　ぐちゅ、ぷちゅっと液体と空気の混ざる音がする。うっとりと快感に浸って、めくるめく官能の渦に流される。確実に高められていく詩織は、白くまばゆい解放の時を待ち臨んだ。

「ふぁ、あ、んっ、ぁ、ああ、いい……あっ、も、イキそ……ぉ」

「ん、俺も……っ」

　激しいけれどいたわりを含んだリズムに昂って、体が宙に浮いているような錯覚に見舞われる。内側で勇躍する熱と肌を包む秀の体温、彼の息遣いと鼓動以外は何もわからなくなってしまった。意識のすべてを彼で満たして本能に身を任せた詩織は、突き上げられるごとに高く細い悲鳴を上げて、秀の劣情を煽って絶頂を促した。

「っ、詩織」

　息を詰まらせた秀が喜悦に弾ける。ビクンと腰を跳ね上げた詩織の隘路がギュウッと締まり、秀の情炎を絞り上げる。すがる淫壁から広がる幸福な法悦に全身を侵されて、詩織は快美なめまいに浸った。

「ふは、ぁあ……あっ、あぁ……あ」

　解放の瞬間は強烈な衝撃を受けたものの、静かに広がった悦楽の余韻はたっぷりと詩織を至福に浸らせた。

「ごめん、次はわがままにさせてほしい」

　腰を引いた秀に抱えられ、ベッドに運ばれる。避妊具を付け替えた秀にのしかかられて、膝が肩につきそうなほど大きく足を広げられた。

「いいよ……秀の好きなようにして」

　両腕を広げて、彼を求める。余裕なく詩織を求めて汗を流す秀の激しさに翻弄されて、詩織は喜悦の声を上げて彼の愛を受け止めた。









第四章　揺れる心のひとり相撲








　今日も秀の帰宅が遅い。

　時計を確認し、そっとため息をこぼす。もうすぐ午後の十一時半になってしまう。それなのに彼の帰宅を知らせる、車のエンジン音は聞こえてこない。

　昨日、不安を濃厚なセックスで溶かされたはずなのに、頭の隅に秀と女性の姿がちらついて離れてくれない。

（大丈夫。私、すっごく愛されてるから）

　胸のざわつきをなだめて、リビングから離れた。明日の出勤は朝からだから、そろそろ眠らなくては。

　ベッドに入り、目を閉じて秀のぬくもりを思い出す。

　どのくらいの時間が経っただろう。

　うとうとしはじめた詩織の耳は、近づいてくる車のエンジン音を夢の世界の入り口に立った意識にそっと伝えた。

　

　目を覚ましてベッドから出て、階下へ行くと秀はすでに出勤の準備を終えて朝食を食べていた。テーブルには、詩織のための朝食も用意されている。

「おはよう」

「おはよう。昨日も、遅かったね」

「ちょっと、色々と立て込んでいてさ」

　謝罪を含んだ笑顔に「そっか」と答えて、洗面台へ向かった。顔を洗って髪を梳かし、リビングに戻る。

「朝御飯、ありがと」

「うん」

　自分の席に着いた詩織と入れ替わりに、立ち上がった秀に額にキスをされた。

「じゃあ、行ってくる」

「体、壊さないでね」

「ちょっとやそっとじゃ、壊れないって」

　歯を見せて笑った秀に力こぶを見せられた。不安な気持ちを悟られたくなくて、詩織はクスクス笑いながら、盛り上がった腕の筋肉を軽くつついた。

「ほんと、頑丈」

「だろう？」

　軽く手を振ってリビングを出る彼を追いかけ、玄関まで見送りに行く。

「いってらっしゃい」

　今日は早く帰ってくるの？　と聞きたい気持ちを抑えて、振り向いた秀にキスをした。

「行ってきます」

　扉の向こうに秀が消えて、聞こえたエンジン音が遠ざかるまで待ってから、詩織は朝食の続きにとりかかった。

　帰りが遅いだけじゃなく、出勤時間も早くなっている。作った時間であの女性と会っているのではないか、という疑念が消えない。

　モヤモヤとしたまま出勤をして、開店準備中に恋愛話が大好きな四宮に話しかける。

「ねぇ。ドラマとかでよくある、帰宅が遅くなったら浮気って展開、本当にあると思う？」

「ありますよ」

　さらっと即答されて、詩織の心はギクリと硬直した。

「友達の彼氏なんですけどね。なんか、家庭教師のバイトが増えたからとかなんとか、帰宅時間が遅くなったらしいんです。そしたら……なんと」

　絶妙な間を取って声を潜めた彼女に、詩織は引き込まれた。

「なんと？」

「家庭教師先のママさんと、できちゃってたらしいんです」

　小声で告げられた内容に、詩織は声も出せないほど驚いた。目を見開いた詩織に、四宮はわかりますと言いたげに深くうなずく。

「家庭教師をしている生徒の親なんて、オバサンだと思いますよね。でも、ほら……最近は、若くてきれいで、スタイルもいいママさんもいるじゃないですか。そんな奥さんでも、旦那さんからアッチを疎遠にされちゃって……っていうの、意外とリアルに転がっているみたいですよ」

「へ、へぇ」

　頬を引きつらせた詩織は、まさかそんなと恐ろしくなった。

（秀が、あの人と関係を持っていたら）

　自分とは真逆のタイプの女性を思い出し、男性の理想そのものという印象を抱いた自分に憂鬱を深める。

「でも、なかなか自分の身には来ないんですよねぇ。あーあ。ドラマみたいにイケメンに惚れられないかなぁ」

　半ば本気でぼやいた彼女に「本当にねぇ」と適当な相槌を返して、開店作業に集中しようとしたが、あっさりと「ありますよ」と断言された動揺は拭えなかった。

　

　不安を抱えたまま上の空で勤務を終えた詩織がスマートフォンを見ると、秀からのメッセージが届いていた。

『今日は早く帰れる』

　心臓が喜びに跳ね上がって、詩織はウキウキした足取りで職場を後にした。久しぶりに一緒に夕食が取れる。何かおいしいものを作って待っていよう。

　浮き立った足でスーパーに向かった詩織は、彼の好きな酢豚を作ることに決めた。部屋着に着替えてエプロンをつけ、はりきって調理を始める。

　そろそろ完成に近づいて、味見をしているとエンジン音が聞こえた。迎えに出たいけれど、まだ完成はしていない。気にしながら味噌汁を仕上げていたら、明るい「ただいま」が聞こえた。

「おかえり！」

　返事をして火を止めて、炊飯器を確かめる。炊き上がるまであと二分と表示されていた。時間はばっちりだ。

「いい匂いだな」

「秀の好きなものを作ったの」

　キッチンに入ってきた秀に腰を引き寄せられて、広い胸に甘えながらキスをした。

「俺の好きなものは、詩織だよ」

「もうっ」

　冗談めかして尖らせた唇をついばまれる。キスを繰り返していると、炊飯器が炊き上げの合図を鳴らした。

　自室に向かった秀がスーツからラフなものに着替えている間に食卓を整えて、部屋着になって戻ってきた彼と向かい合わせに座り、手を合わせた。

「いただきます」

　どうしてずっと忙しかったのかを聞きたいけれど、余計な話題で久しぶりのふたりの時間が壊れるのは怖い。

　不安とうれしさに揺れながら、ゆったりとした食事を終えた。

「食器は、俺が洗うよ」

「ありがとう」

　立ち上がった秀にキスをされて、礼を言って後片付けを任せる。食後のお茶を口にして、彼が洗い物をする水音を聞きながら考えた。

　秀の言動にあやしいところは見当たらない。しかし、何か隠しているような気がするのは気のせいだろうか。キスがいつもより軽いと感じるのは、彼に飢えているだけかもしれない。

「詩織」

　洗い物を終えた秀に背後から抱きしめられる。

「次は、俺の大好物を味わいたいな」

　甘い誘いに振り向いて、詩織は「私も」とささやいた。席を立って指を絡めてソファに移動する。キスをしながら上着をたくし上げられて、詩織も秀の上着の中に手を入れた。引き締まった筋肉をなぞって胸筋の盛り上がりに触れ、彼の腹筋に乳房を押しつける。

「んっ、ふ……ぁ」

　キスをして、手を上げて上着を脱がしてもらった。秀は自ら上着を抜いて、詩織のブラジャーのホックに指をかけた。ふわっとカップが浮いて、乳房が解放される。詩織は秀のベルトに手をかけて、それをはずした。

「詩織」

　かすれた声で呼ばれて、ソファに座らされる。首筋に顔を擦りつけられて、くすぐったさに喉を鳴らしながら膝を持ち上げて秀の股間を刺激した。

「いやらしいな」

　ニヤリとした秀に「だって」と甘えた声を出す。

「私も秀が好きなんだもの」

　うん、と優しい目をして秀はうなずいた。

「欲しがってくれて、うれしい」

　頬にキスをされて、彼の首に腕を回す。乳房を手のひらで包まれて、やわやわと揉みながら指先で乳頭をくすぐられると、詩織の肌はすぐに火照った。体の奥が秀を求めて熱を持つ。

「あっ、あ……はぁ、あ」

　首筋から滑り落ちた秀の唇に胸の実を捉えられ、舌で転がされて軽く歯を立てられた。ピリッとした刺激に体中の性感帯が目を覚ます。どこもかしこも彼に愛撫されたがって、粟立った。

「ふ、ぁあ……秀、あっ、あ……っ」

　脚の間がムズムズして、内腿をすり合わせる。布越しに女の谷を擦られて、淡い興奮に腰が揺れた。

「はぁ……あっ、秀」

　じかに触れてほしくて名前を呼ぶと、わかっていると言いたげに乳房に吸いついたまま目を細められた。下着ごと部屋着のズボンを下ろされて、下生えをまさぐられる。くすぐったさと快感が行き来するほど淡い指使いに、焦れた肉花がヒクついた。

「ぁ、はぁ……秀っ、ぁ」

「がっつきたいのと、じっくり味わいたいのと……どっちにしようか悩んでる」

　愛おしさを満面に広げて言った秀に、詩織は「ばかっ」と照れと喜びを混ぜて答えた。

「そんなの、どっちもしたらいいだけでしょ」

「うん」

　声を喜色で弾ませた秀に、ズボンと下着を完全に取り去られて膝を割られた。秘所に顔をうずめられて、肉芽を舌でからかわれる。

「ふぁっ、あ……んぁあ、あっ」

　ビクンビクンと腰がわななくたびに湧き出る愛液を、秀が味わう濡れ音がする。太腿で秀の頭を挟み、彼の髪に指を絡めて嬌声をこぼす詩織は、彼の熱に触れたくなった。

「ぁ、秀……っ、私も……っ、したい……あっ、ああっ」

「したいって、何を？」

「秀の……っ、触りたい」

　どれだけ自分に興奮してくれているのかを知りたい。彼に愛されるだけでなく、自分も彼を愛したい。

「じゃあ、詩織がイッてから、してもらおうかな」

「イヤ……一緒にしたい」

「ええっ!?」

「ねぇ、秀」

　お願いだと視線に込めて見つめると、秀は少し迷ってからうれしそうにうなずいた。

「じゃあ、一緒にしようか」

　ズボンごと下着を脱いだ秀がソファに座る。へそにつきそうなほど力強く反り返ったものにホッとしたのは、不安を抱えているからだ。愛されているのだと彼の視線から感じることができるのに、疑ってしまっている申し訳なさを愛撫で解消したかった。

（ちゃんと、想われているって伝わってくるのに、どうして不安になってしまうんだろう）

　疑問を持ったまま、詩織は彼の熱の根元に触れた。繁みの奥に隠れた蜜袋を手のひらに包んで、指を動かす。

「っ、は」

　短くこぼれた秀の艶やかな息に、胸がキュンと絞られた。もう片手を先端にかぶせて、指の腹で傘をこねる。

「ふ……っ」

「気持ちいい？」

「ん……俺も、負けないように詩織を気持ちよくさせないとな」

　腰を引き寄せられて、上半身が密着する。尻を握られて腰を浮かされ、秘裂に指を沈められた。

「ぁ、はぁ」

　クチュクチュとかき回されて、心地よさにまつ毛が震える。薄く開いた唇を舌でなぞられ、彼の舌に吸いついた。

「んっ、ん」

　グッと口内に舌が深く差し込まれて、上顎や歯裏をなぞられる。ゾクゾクと背骨が震えて、乳首がジィンと痺れた。ヒダが波打って指を歓迎し、触れられていない奥が指の来訪を待ちわびている。彼の愛撫に意識を奪われそうになりながら、詩織も手指を動かした。

　やわらかな蜜嚢をつぶさないよう、慎重にこねながら怒張の先端を撫でさする。湧き出る先走りを傘に塗り広げると、秀の息が乱れて胸が荒く上下した。感じてくれているのだとうれしくなって、さらに励むと肉花の奥を擦られた。

「ふぁあっ、あ……んぁ、あ」

　心地よさに跳ねて逃げる腰を、しっかりと抱えられる。身をくねらせる詩織の手は、いつしか愛撫を止めていた。気持ちがよすぎて、愛撫をする余裕がない。

「ふ、ぁ、秀……っ、ダメ……そんなにされたら、できない」

「じゃあ、軽く握っていて」

　促されるまま幹を軽く握ると、秀が腰を前後させた。指の中を行き来する熱杭の脈動に、鼓動が高まる。先端が詩織の腹に当たって、先走りで肌が濡れた。

「ぁ、はぁ……秀」

「これなら、詩織がしてくれてるのと一緒だろ？」

「んっ、ぅ」

　少し違うと思ったけれど、秘部への愛撫に抗議の気持ちが溶かされてしまう。ヒダを広げられ、擦られ、隘路をつつかれたかと思うと陰核をつままれて、巧みな快感を受け止めるのに忙しい。

「は、ぁあ……あっ、あぁ、いい……っ、秀……っ、あっ、あっ、ああ」

　愛撫を受け止めた蜜壺が、わなわなと淫らに震えてふくらんでいく。手の中の秀も大きくなっていく。互いに絶頂に向かっている実感に身を浸して、詩織は秀の肩に額を擦りつけた。彼の香りを吸い込んで、その瞬間を待ち望む。

「ぁ、ああ……あんっ、あ、秀……は、ぁあ、も、ぉ」

　愛液があふれて止まらない。腰が勝手に動いてしまうのは、極まりが近いからだ。

「うん……詩織」

　こぼれた秀のかすれた息に、詩織の熱はさらに上がった。

　彼を包む指はすっかり濡れてしまっている。髪にかかる息も小刻みで、秀の極点が近いことを察した。

「んっ、もう……っ、は、ぁ」

「俺も」

　答えた秀に陰核をひねられて、キィンと耳鳴りがするほどの悦楽に貫かれた詩織は背を大きくしならせた。

「は、ぁぁああああっ！」

　ブルルッと胴を震わせて詩織が達すると同時に、秀も短いうめきをこぼして欲を噴射した。腹にかかった液のぬくもりに、詩織は幸福を味わった。

「は、ぁ……秀」

　充足の息を漏らしてキスをねだる。角度を変えて何度も唇を重ねた。そっとソファに寝かされて、離れる秀の尻にあるエクボをながめる。彼の姿がリビングから消えると、目を閉じて耳を澄ませて足音を聞いた。部屋から避妊具を取ってきた秀に両手を伸ばし、彼を待った。準備を終えた秀がしゃがんで、詩織の上におおいかぶさる。詩織は体を開いて、彼の腰に脚を絡めた。

「早く」

「うん」

　照れくさそうに答えた秀に、女の園を割り開かれる。彼を包んだ花びらは、大喜びで蠕動した。絡みつくヒダをからかうように抽挿されて、詩織は体を揺らしてねだった。

「さっき、がっつきたいって言ったくせに、余裕ありありなんてずるい」

「がっつきたいのと、じっくり味わいたいのとって、両方言っただろ？」

「じゃあ、今はじっくりな気分？」

「詩織が積極的だから、がっつく」

　宣言すると、秀はグゥンと体を大きくスイングさせた。

「ひぁっ、あ、あああっ」

　深いところをえぐられて、詩織は目を白黒させた。そのままガツガツと求められ、断続的な嬌声を上げながら秀にしがみつく。

「ふぁっ、あっ、ああっ、あ……ひぅ、う……秀っ、あっ、あ」

　ガクガクと揺さぶられ、頭の中が秀の熱でいっぱいになる。余計な考えがすべて消え去り、秀の肌と内側で勇躍するものに支配された。

「ああっ、あ……はっ、あぁああっ、あっ、あ」

　何もかも秀に埋め尽くされる幸福のままに、詩織は悦楽を追いかけた。息を荒げて勇躍する秀の肌に汗が滲んで、彼の香りが匂い立つ。荒々しい息遣いと、必死に求めるまなざしに心が揺さぶられた。

「ぅああっ、あ、秀……はぁ、あっ、激し……っ、あ、あぁ」

　深い場所をえぐられて、愉悦の涙で視界が滲む。目じりにキスをされ、彼の耳にキスを返して頭を擦りつけて腰に脚を絡めた。

「っ、詩織」

　詰まった秀の声が耳朶に注がれる。想いがたっぷりと詰め込まれた自分の名前が、キラキラと輝いて聞こえた。彼の妖艶な声に撫でられた意識がふやけて、口元がゆるんでしまう。

「っ、詩織……はぁ」

　肌のぶつかる音と共に、激しい濡れ音が立って淫らな息と絡み合う。淫猥で極上な旋律がふたりを包み、鼓動をさらに昂らせた。

「ふぁうっ、奥ぅ、あっ、あっ……そこぉ」

　深い場所をえぐられて、詩織は叫んだ。突かれるたびに頭の先に閃光が走って、思考が千々に乱れてしまう。体の芯が秀の熱杭になったみたいに、体が快楽にグズグズに溶けてしまった。彼の存在が、詩織に形を与えてくれる。とろけた媚肉に与えられる快楽が、詩織のすべてになっていく。

「はふぅ……あっ、はぁあん……あぅ」

　声が震える。意味を成す言葉を発する余裕もなくした詩織を、秀の情熱がさらに激しく責め立てる。

　壊れそうなほどに求めてくる秀の想いに、胸がつぶれそうなほどの喜びを感じた詩織は、追い立てられるままに高みへ向かった。

　自身の奥底から迫りくる究極の法悦を迎え入れるために、本能に身をゆだねて獣欲に満たされる。先に獣のようになってしまった秀の汗を含んだ肌に唇を寄せて、詩織は目を閉じた。彼の鼓動や息遣いが、より強く感じられる。愛されていると、心に響いてくる。

「っ、は、ぁああ、も、ぁあああ」

　極まりが近い。一緒に高い場所へ到達したい。

　望みを口にしたくても、快感に震える唇は思うように動いてくれない。けれど秀は、詩織の言葉にならない気持ちを察してくれた。

「ん……一緒に、気持ちよくなろう」

　通じたうれしさで、ふっとほころんだ肉体に強烈な衝撃が走った。

「ひっ、ぁああ――――っ！」

　声にならない悲鳴が、腹の底に注がれた情炎に促されてほとばしる。秀の情愛に弾けた体が霧消して、彼の体温に引き戻された。

「は……あ……ああ、あ」

　小刻みに震える体をしっかりと抱きしめられて、寄せては返す充足の余韻に浸った。

　額に汗を滲ませている秀にほほえみかけて、彼の頬を両手で包む。鼻先を擦りつけてキスを交わした。

　ゆるゆると法悦の名残りを楽しみながら、唇を軽く重ねて抱きしめ合う。波が引くようにだんだんと遠ざかる喜悦の余韻が落ち着いてから、起き上がった秀につられて詩織も体を起こした。

「詩織……あの、さ」

　迷いを含んだ秀の声に、詩織は首をかしげた。

「この家をシェアハウスにするって話なんだけど……けっこう、いろんな案を出してくれたよな」

　室内をぐるりと見回す秀の横顔が、真剣なものになっている。急に真面目な話題になって、詩織は警戒に似た緊張を覚えた。

「洗面台のこととか、トイレのこととか、女性目線での提案をしてくれて……それらを踏まえて、最終的にどうするのかをオーナーと話し合っていたんだけど」

「もうすぐ、リフォームが始まるの？」

「一年も生活をしたら、どこがどんな風なのか勝手もわかるし。改善点も、もう出てこないんじゃないか？」

　なぜだか秀の歯切れが悪い。いつも物事を明確に言葉にするのに、奥歯にものが挟まったような口調をしている。

　薄れていた不安が、にわかに頭をもたげてきた。

「詩織は、どう思う？」

　本音を言えば、シェアハウスになんてしたくない。けれど、そんなことを言う権利は自分にはないとわかっている。ここに住む条件として、シェアハウスにするために、どこを改善すればいいかを住みながら提案するという内容がついていたのだから。

（だけど……でも……っ）

　別の人が入ったら、今までのように秀と接することはできないだろう。他の住人の目を気にしながら、キスやハグをすることになる。

（そんなの、苦しい）

　彼とのふれあいが少なくなるのは、とてもさみしい。ならばせめて、少しでも一緒にいる時間を増やして、住人に気兼ねのない関係だと知ってもらえる状態になりたい。

　そのためには――。

「これからは、寝室を一緒にしたいな」

　恋人として、同じ部屋で過ごしたい。

「え？」

　意外そうな顔をされて、詩織はひるんだ。いいねと賛成されると思っていたのに。どうして秀は、思いがけないという表情になったのだろう。

　なんとなく素直な気持ちを言いづらくなって、言い訳めいた言葉を繋げた。

「だって、他の人もここに住むんでしょう？　だったら、一緒の部屋にして、部屋をひとつでも多く空けたほうがオーナー的に、いいんじゃないかな」

　もしかしたら、仕事としての意識があって、即答できないのではないか。だったら、合理的な理由を提示したらＯＫを出してもらえるのではないか。

　そう考えた詩織の淡い期待は、叶えられなかった。

「まあ、そうだろうけどさ」

　渋られて、詩織は顔をしかめた。

「イヤ？」

「イヤっていうか……狭いだろう？　詩織の荷物をぜんぶ、俺の部屋に運んだら」

　わずかに秀の視線がそれる。何かを考えている様子に、詩織は怪訝に彼の表情をうかがう。言いたいことがあると秀の顔には書いてあるのに、それを言うのをためらっているのがありありと見て取れた。

（どうして、言ってくれないの）

　体を重ねて、愛されていると実感した直後に、こんな態度を取られるなんて信じられない。どうしてはっきり言わないのかと、詩織は苛立った。

「だったら私、ここを出る」

「えっ？」

「ふたりの生活に、他人が入るのはイヤだもん。こんなふうに、自由にキスとかできなくなるでしょう？　だったら、私がどこか別の部屋を借りて住んで、そこに秀が来てくれるとか、秀しかいないときに私がここに来て、気兼ねなく過ごせるほうがいい」

　すっくと立ちあがって、脱ぎ捨てた部屋着と下着を拾った。

「詩織」

「本当は、このままこの家を買い取って、一緒に住み続けられるのが一番なんだけど、そういうわけにもいかないよね」

　貯金をして、ある程度貯まったら秀に提案してみようと考えていたが、まだ計画は実行に移せていない。

　秀と女性が仲良く会話をしていた姿が、脳裏に湧き上がる。

（もしかしたら、彼女が利用者第一号になるのかな）

　だから図面を見ながら、親しげにしていたのかもしれない。共に住む相手だから、普通の客を相手にするよりも、親密な雰囲気になっていたのだとしたらつじつまが合う気がする。

　詩織が提案したリフォーム作業は、それほど日数がかかるものとは思えない。洗面台と風呂場、トイレの改装だけなら、一ヶ月もかからないのではないか。他に小さな改装工事をしたって、期間が大幅に変わったりはしないだろう。つまり予想通りだとすると、もうすぐ同居をする予定の相手と、今後について話し合っていたということになる。

　自分はただの借主で、オーナーから維持や提案を依頼されている秀とは立場が違っている。借主に入居者の是非を問う必要などないとわかっている。

　けれど、ふたりの生活に別の女性を相談もなしに入れると決めていたのなら、面白くない。

（だけど、でも……っ）

　これは、あくまでも予想だ。秀の口から「そうだ」と言われたわけではない。勝手に想像をして、決めつけて、腹を立てて怖がっている。

（やっと恋人になれて、始まったばかりなのに）

　一年という歳月を共に過ごして、両片想いのもどかしい時期を経て、ようやく結ばれて幸せな時間を手に入れたところなのに、別の誰かに邪魔をされる可能性に怯えている。それが魅力的な女性かもしれないと、不安になっている。

　質問をすればいい。きっと秀は答えてくれる。

　その答えが、肯定だった時が怖い。

　いつになく歯切れの悪い秀の態度に不安が募る。

（せめて、寝室を一緒にするって言った時に、断るにしたって冗談めかしてくれていたら）

　彼を責めるのは筋違いだとわかっている。だからこそ余計に、聞けなくなってしまう。

　拾った部屋着や下着と共に、身勝手な怒りと根拠のない怯えを抱えてドアに向かう。

「詩織は、ここを俺たちの家にしたいって、本気で考えているんだな？」

　背中にかけられた秀の声は、いつになく真剣だった。

「前に、そんな話をしたじゃない。シェアハウスのリフォームじゃなくて、ふたりの新居にするんだったら、どんな形に改装したいかって」

　振り向かずに答えた詩織の耳に、「うん」と低く静かな秀の声が届いた。彼がどんな顔をしているのか、確認するのがなぜだか怖い。今の自分が、どんな表情をしているのかわからないけれど、きっと見せられそうにない顔をしている。そう考えると、余計に振り向けなくなった。

「話のついでみたいだったり、冗談っぽかったりしたから、確信が持てなかったんだけど……詩織は、そっか……うん、わかった」

　何がわかったのだろう。気になるけれど、聞くことができない。

　自分で言い出したことなのに「だったら、出ていく方向で詩織の住む物件を探そう」と続けられる可能性を恐れて、詩織は彼に背を向けたまま言った。

「シャワー、浴びてくるね。明日も早番だし、久しぶりにシたら、なんか眠たくなっちゃった」

　軽い調子を心がけてリビングを後にした詩織は、洗面所にある洗濯籠に部屋着と下着を入れた。

（心のモヤモヤも、洗濯物みたいにきれいさっぱり洗ってしまえたらいいのにな）






第五章　想いの強さはどっちもどっち








　勝手な想像でひとり不安をふくらませ、問いただすこともできない自分の自信のなさにさらに落ち込み、昨夜はなかなか寝つけなかった。

　明け方に、ようやく浅い眠りが訪れて、やっと眠れると思った矢先に目覚まし時計が高く鋭い音を立てた。

　ベッドの中でしばらくグズグズしてから起き上がり、階下へ降りて洗面台へ向かう。鏡に映った顔は、どんよりと曇っていた。

「最悪」

　こんな顔、秀に見られたくない。顔を洗って、鏡に向かって無理やり笑顔を作ってみた。ぎこちない笑顔は嘘くさくて、憂鬱になる。

（なんで私、ひとりで勝手にグルグルと悩んでいるんだろう）

　不安な妄想に浸っていないで、さっさと秀に質問をしてしまえばいい。スッキリして、それから先を考えていけばいいだけなのに、それができない。

（あの女の人が誰なのか。カフェに来たあの日から、急に帰りが遅くなったのはどうしてなのか、秀がちっとも教えてくれないから）

　今までは、さらっと仕事の話をしてくれていたのに、あの日を境にしてくれなくなっている。そして昨日の、リフォームの話だ。

（秀も、私に言い出すタイミングを計っているのかな）

　だとしたら、こちらから切り出すよりも、彼が話す気になってくれるのを待っていたほうがいい。

（でも、こんな気分が続いたら、目の下にクマができちゃう）

　盛大なため息をこぼして、髪を梳かしてリビングに入ると、クロワッサンサンドとメモが置いてあった。メモを手にして、目を通す。

【冷蔵庫にハムとチーズがあったから、サンドイッチにしておいた。といっても挟んだだけだから、えらそうに言えるほどのものじゃないけどな。今日は帰ったら、重大発表があるから。晩御飯は作らずに待っていてくれ】

「重大……発表」

　ぽつりとつぶやいて、クロワッサンサンドを見た。秀はもう出勤してしまったのか。最近はずっと早く出勤をしていたけれど、それよりも早く家を出るなんて、どんな用件なんだろう。

　冷蔵庫から野菜ジュースを取り出してグラスに注ぐ。席に着いて、秀が作ってくれたクロワッサンサンドをかじった。

　重大発表という単語が頭の上に重たくのしかかってきて、背中を丸めてしまう。不穏な気配がみぞおちのあたりに漂っている。

（まさか、別れよう……とかじゃないよね）

　一年の同居を経て告白をして、付き合うことになったけれど思っていたものとは違っていた。新鮮味に欠けていて、もうすっかり女として見られなくなってしまった。そこに清楚系美女が現れた。詩織とはタイプの違う女性に惹かれた秀は、さりげなく心変わりをアピールするために、詩織のバイト先を彼女と訪れて――。

（ドラマの観すぎ！）

　暗い妄想の行きついた先に笑ってしまった。秀はそんな陰湿なことはしない。妄想力をたくましくしすぎてしまった。

　悲劇のヒロインぶった思考に苦笑したおかげで、少し不安が薄らいだ。秀のメモから暗い気配は伝わってこない。あの女性が誰なのか気になるのなら、重大発表の時に聞けばいい。

「あぁ、もう。私って、バカ」

　つまらないことに意識を向けていた。秀の帰宅が遅くなったのは、たまたまなのではないか。彼女はまったく関係なくて、引っ越し需要が高まる時期がもうすぐ迫っているから、準備に追われているだけかもしれない。

　そもそも、どうしてそんな後ろ向き思考になってしまったのだろう。

（自信がないのと、秀をそれだけ好きになっちゃってたからだ）

　パッと顔が熱くなる。自分より魅力的に見えた女性の出現と、楽しそうに過ごしていた様子から、親密なのではないかと勘繰った。

（だけど、あの座り方は疑っちゃうよね）

　向かい合わせではなく、斜め席で顔を近づけて図面を見ていたのだ。しかも、営業所ではなくカフェで。あれこれ考えてしまうのも、しかたがないだろう。

「切り替えていこう」

　パンッと両頬を軽く叩いて、意識を変える。食べ終えて食器を洗って準備して、家を出る前に室内を見回した。

「シェアハウス、かぁ」

　ここに、別の人が入ってくる。あの女の人かもしれないし、違うかもしれない。改装の間は別のどこかが用意されるのか。自分は、別の部屋を契約することになるのか。

（秀は、このまま住み続けるのかな）

　管理業務をするのなら、残るほうが仕事はやりやすいのではないか。普通のマンションよりも住人達の距離が近いから、トラブルの発生率も高そうだ。会社の開いている時間より、終業後のほうが問題発生率は高いだろう。

　ここに住んでリフォームの提案をしてほしいと頼まれたのだから、アフターケアも任せたいと望まれる可能性は高い。

（別々に住むなんて、したくない。だけど、別の人が一緒にいるのもイヤ）

　同じ部屋でと提案したら、やんわりと拒絶の気配を匂わせられた。秀はこれから、どうする予定で考えているのだろう。

（きっと今夜、教えてくれるよね）

　重大発表の内容は、この家のこと以外ありえないと思いつつ、詩織は勤務先へ向かった。

　

　晩御飯は作らずに待っていてと、今朝のメモに書いてあったので買い物をせずに帰宅した。重大発表という単語が心を波立たせている。落ち着かない気持ちをなだめるために、シャワーを浴びて部屋着に着替えた。

　一緒に晩御飯を食べる予定なら、そろそろ帰宅をするはずだと、リビングにある壁掛け時計に目を向ける。表示は、午後七時四十分を少し回っていた。

　テレビを点けてながめてみても、内容が上滑りして楽しめない。頭の中で、今朝のメモの内容と、昨夜のシェアハウスについてのやりとり、秀と女性の語らう姿、これまでのふたりの生活がグルグルと渦を作っている。

　早く帰ってきてほしい気持ちと、先延ばしにしたい不安に挟まれていると、車のエンジン音が聞こえてきた。

　ソファから立ち上がり、玄関へ向かって扉が開くのを待つ。鍵を開けた秀が、いつもの笑顔で「ただいま」と言った。

「おかえりなさい」

「何か食べに行って、話をしようと思ったけど……配達してもらったほうがいいな」

　部屋着の詩織を見て、秀はにっこりした。どこかに食べに連れて行ってくれる予定だったのかという喜びや、身支度の手間を気にしてくれた気遣いをうれしく感じるより先に、他人の目がある場所のほうが話しやすい内容なのかと詩織は身構えた。

　こわばった詩織の表情に、秀は軽く手を振った。

「そんなに怖がらなくていいよ。というか、俺もだいぶ緊張しているんだけど、悪い話じゃないから。自信がなかったけど、昨日確認ができたから、決断してきた」

「決断？」

　うん、とはにかみながら靴を脱いだ秀がリビングに向かう。彼の後に続いた詩織は、ソアに座った秀に隣に来るよう促された。

　真剣な顔の秀が、気合を入れるように深呼吸をする。自然と、詩織の背筋が伸びた。

「詩織」

　キリッとした声に、ビリッと体に電流が走ったようにこわばった。

「これからも、ここで俺とふたりで過ごしていこう」

「……え？」

「この家を買うんだ。シェアハウスじゃなくて、俺たちの家にする」

　すぐに言葉が脳に浸透しなかった。ポカンとした詩織の反応を、秀がじっと見つめている。じわじわと理解が広がり、詩織は飛び上がった。

「えぇえっ!?」

　思わず立ち上がった詩織は、両手で口を押さえた。

「オーナーに、正式に申し込んできたんだ。買い取らせてほしいって。前から、それとなく話はしていたんだけど、詩織の気持ちをなかなか確かめられなくて。冗談めかして、新居にするなら……なんて話をしていたけど、本当に望まれているのか確信が持てなくて」

　両手を口に当てたまま、詩織はストンと力が抜けたように座り直した。

「だけど、完全にシェアハウスになってしまったら、買い取るのは難しくなるからさ。こっそり計画を進めていたんだ。いざという時に待ったをかけて、詩織の気持ちを確かめられるようにって」

「そう……だったんだ」

　呆然と答えた詩織は、自分と同じ考えと不安を抱えていた秀を見つめた。

「それで、これを見てほしいんだけど」

　カバンを引き寄せた秀が、折りたたまれた大きな紙を取り出してローテーブルに広げた。

「今まで話をしていたリフォーム案をまとめて、図面にしてみたんだ」

「えっ、もう？」

「少しずつ、作ってたんだよ。正式なものじゃないから、メモ程度だと思ってほしいんだけど」

　彼のはにかむ姿に、詩織の心に居座っていた不安が追い出される。

「窓を二重のものにして、キッチンも新しいシステムキッチンに変更するだろ？　浴室も古いタイプから最新の掃除がしやすいものに替えて、トイレはそのままでいいって話だったけど、棚を作って収納を増やせると思うんだ。あとは」

「秀っ！」

　声を弾ませて、詩織は体当たりの勢いで秀に抱きついた。勢いよく飛びついても、どっしりとした体躯の秀はビクともしない。

「おっと」

　しっかりと受け止められて、ふにゃりと満面を幸福にとろかせる。

「ありがとう、秀」

　彼の顔中にキスをして感謝を示すと、ほがらかな笑い声を立てられた。

「あはは……飼い主の顔を舐める犬みたいだぞ」

「飼い主のことが大好きすぎる犬？」

　クスクスと笑いを声に含ませて返事をすると、わしゃわしゃと髪をかき混ぜるように撫でられた。はしゃぎながら唇でじゃれついて、秀を押し倒す。喜びをもっともっと伝えたくて、詩織は彼のシャツのボタンをはずして鎖骨にキスをし、胸筋に唇を這わせながらジャケットとシャツを脱がしにかかった。

「エッチな飼い犬だなぁ」

「イヤ？」

「もっとしてほしい」

　ニヤリとした秀にうなずいて、詩織は彼のシャツを開くと腹筋の凹凸に指を滑らせて乳首を舐めた。尻を彼の股間に乗せて、グッと押さえつけると硬いものが尻の谷に挟まった。

「エッチ」

　乳首を舐めたまま、いたずらっぽくからかう。

「お互い様だろ？」

「ふふふ」

　ベルトとボタンをはずしてファスナーを下ろし、尻の下で硬くなっているものに指をかける。秀の表情をうかがいつつ、舌で乳首とたわむれながら陰茎のクビレをくすぐった。

「んっ……はぁ」

　ぴくっと眉毛を動かした秀の表情が色っぽくて、詩織の肌と心が熱くなった。小さな胸の実に吸いつきながら、指の腹で亀頭を撫でる。先端をくすぐって切れ込みの筋を擦り、張り出しをなぞって手のひらで握った。

「は……詩織……っ」

「秀、すっごいエッチな顔してる」

「そりゃあ、そんなふうに触られたらなぁ」

　淫らにかすれた秀の声に、女の肉花がキュンと締まった。奥からトロリと蜜があふれて、手の中のものが内側に欲しくなる。

　首を伸ばして唇を重ねた詩織は、ギュッと熱杭を握ってから立ち上がった。

「ちょっと待ってて。そのままで、ね？」

　ウインクをして、秀の部屋へ避妊具を取りに行く。

（秀も、この家に一緒に住みたいって考えてくれていたんだ）

　ウキウキとした足取りで、抽斗から避妊具を取って戻った。

「おまたせ」

　起き上がろうとした秀を制して、詩織は彼のたくましくなっているものに避妊具をかぶせた。破れないよう慎重に装着させて、服を脱いで彼の上にまたがる。

「積極的だな」

「うれしかったのと……ちょっと、ごめんなさいって気持ちがあるの」

「どういうこと？」

「うん……あのね……最近、ずっと帰りが遅かったでしょ？　だから、心変わりしちゃったのかなって、不安になったの」

「えっ!?」

　起き上がろうとした秀の胸筋に手のひらを当てて止め、ゆっくりと体の中に秀の情熱を受け入れる。

「んっ、は……だから、勘違いで疑って……っ、あ……そうじゃなかったってわかって、ホッとしたら申し訳なくなって……んっ、ああ、ふ……っ」

「詩織……ごめん」

　眉根を下げた秀に、詩織は首を振った。呑み込もうとする欲情が大きすぎて、ヒダは歓迎しているのにスムーズに受け入れられない。圧迫にあえいでいると、秀の指が陰唇に沈んで花芯をつままれた。

「ふあっ」

　クリクリとこねられて、腰が自然と揺れてしまう。奥から蜜が湧きだして、隘路がたっぷりと潤った。小刻みに体を上下させて、張り出しで肉花を擦る。蜜はますます流れ出て、淫道がほぐれていく。

「ぁ、は……っ、秀……っ、あ、ああ」

　グッと腰を深く落として背を反らし、圧迫に押し出される空気を吐き出す。ズブ、ズブ……と、慎重に呑み込む詩織の内側で、熱槍が脈動している。自分の鼓動と彼の鼓動がひとつになっていく感覚を味わいながら、時間をかけて根元まで受け入れた。

「は……ぁ、あ……っ、秀」

　彼のやわらかく盛り上がった胸筋に両手を置いて、体を揺らした。小さく弾む乳房に秀の手が伸びる。片手で下肢の花芯を、もう片手で胸の先をこねられて、詩織は快感に力が抜けそうになりながら秀の上で弾んだ。

「んっ、ぁ……はぁ、あっ、ああ……あっ、あ……っ」

　気持ちがいいけど、物足りない。初めての体位なので、体を揺らす以外にどうすればいいのかわからない。もっと秀を気持ちよくさせたいのに、満たされている心地よさに力が抜けて、彼の上に倒れてしまわないよう腕を突っ張るので精いっぱいだ。

「は、ぁ……秀、あっ、気持ちいい？」

「ん……いいよ、詩織」

　答える秀にはまだ余裕がある気がして、詩織は歯を食いしばって太腿に力を入れた。もっと大きく体を動かして、秀の息を乱したい。

「ふぁっ、あ……んぅうっ」

　抜けるギリギリまで腰を持ち上げてから重力に任せて体を落とすと、脳天を貫くほどの強烈な刺激に見舞われた。肘の力が抜けて、秀の上にくずおれる。快感に痺れた体を起こそうとしても、腕に力が入らない。甘い吐息を漏らすだけで、体がうまく動かせなかった。

（秀を気持ちよくさせたいのに）

　下唇を噛んで、腹に力を込める。キュッと締まった陰唇が熱杭の根元を掴む。わななく隘路が熱情を絞り上げて、ざわりと悦楽が這い上がってくる。

（私ばっかり気持ちよくなって……これじゃ、ダメなのに）

　彼を疑って不安になっていたお詫びをしたいのに、秀に喜んでもらいたいのに動けない。

「っ、ん」

　なんとか体を起こそうとしていると、ガバリと起きた秀に抱きしめられて、座位で突き上げられた。

「ひぁあっ」

「そんなに健気にがんばられたら、おとなしくなんてしていられなくなる」

　こめかみにキスをされて、ガツガツと責め立てられる。隘路が媚肉に育てられ、淫らな喜びに満たされた。背骨を上った悦楽が意識をとろかせる。

「んふぁっ、あっ、ああっ、あんっ、あ、はぁん」

　彼の広い肩に手を置いて、ガクガクと揺さぶられながら自分も尻を跳ねさせた。熱槍の穂先に深い部分をえぐられて、心地よさに瞳が潤む。

「んぁあ……秀、あ、来て……もっと、ねぇ……あっ、ああ」

「うん、詩織……すごく、あぁ……いい……かわいいよ、詩織」

　体の芯が秀の熱杭になったみたいだ。彼に支えられている。彼に満たされている。愛されている。内側も、外側も――。

「は、ぁあ……っ、秀、ああ……秀でいっぱい……奥まで……っ」

「ん、詩織に根本まで包まれてる……ヒクヒクして、もっともっとって、俺を誘ってくれて……気持ちいいよ、詩織」

　チュッと顎にキスをされ、キュウンと彼を包んでいる愛壁が締まった。短い秀のうめきにキスをすると、喜悦の涙が目じりに溜まる。それを唇で拭われて、胸が愛しさで満たされた。

（私、愛されてる）

　こんなにも想われているのだと、とろけた秀の瞳とたくましい強直から伝わってくる。不安になる必要は、どこにもなかった。わかっていたはずなのに、自信がなかった。彼を想いすぎて、怖くなっていた。

　そんな気持ちがとろとろに溶かされて、不安のあった場所に秀の想いが満ちていく。快感に火照った肌が、甘い痺れに包まれた。

「は、ぁあ……ん」

　胸の色づきを口に含まれ、秀の頭を抱き寄せた。吸われる胸から愛おしさが広がって、体内の喜悦と混ざり合う。

「あっ、あぁ……っ、秀……好き……っ、大好きっ」

　あふれる想いを言葉に変えて、嬌声の合間に気持ちを告げる。いくら言っても足りないくらい、湧き出てくる愛しさのままに言葉を紡ぐと、押し倒された。そっと前髪をかき上げられて、瞳の奥を覗き込まれる。

「俺も、詩織が好きだよ……愛してる……どうしようもないくらい、好きすぎてたまらない」

「秀」

　静かな情熱を含んだ声に、泣きたくなるほどの想いが込められていた。心が震えて、蜜壺がふくらんだ。そこに秀を迎えたい。彼の想いを余すところなく受け止めたい。

「秀……いっぱい、して」

「うん、詩織」

　目じりをとろかせた秀に膝を折られて、足を大きく開かれる。くちゅ、ぷちゅっと水音が立ち、大きく円を描いて広げられる隘路が淫靡にさざめいた。

「は、ぁう……っ」

　しばらく様子を見るかのように、ゆっくりと腰を動かしていた秀が動きを止める。ヒクヒクと陰唇がうごめいて、快楽が欲しいと催促している。どうして止まったのだろうと、疑問を目に浮かべた詩織は、獣欲を満たした秀の瞳に心臓を跳ねさせた。ゴクリと喉を鳴らした詩織の唇が、自然と開く。期待の息が漏れる唇をいたずらっぽく舐められて、秀の首にしっかりと腕を回した。

「俺がどのくらい詩織が好きか、身をもって伝えるから」

「うん。いっぱい、伝えて」

　唇を重ねて、彼の腰に脚を絡める。それを合図に体を揺らした秀の激しさに、合わさっていた唇が離れた。

「ひぁあうっ」

　高い悲鳴を上げた詩織は、秀の力強い腕にしっかりと抱きとめられている。浮いた腰を引き戻されて、深々と熱槍で内側の性感帯を貫かれた。

「ぁひぅう……っ、ひゃうっ、あ、あはぁあう」

「ふ、詩織……まだ、もっと……かわいい声を、いっぱい聞かせて」

　頼まれなくとも、自然と声がこぼれてしまう。喉を反らして細く高い声を上げる詩織の喉が、甘く吸われる。強い体内の刺激と、淡い肌への刺激の落差に目の奥がクラクラした。

「ひはぁ、あうぅん……秀っ、ぁ、ああ……っ、秀ぅ」

　振り落とされそうなほどに激しい突き上げに、体が勝手に逃げてしまう。それを引き留めてくれる彼の腕が、絶対に逃さないと言っている。

（ああ、秀はどんなことがあっても、絶対に私を離さないんだ）

　確信が胸に広がる。安堵に口元がほころんで、喜悦がほとばしった。

「あぁあんっ、あ、あんっ、は、ぁあ……はんっ、はぅうん」

　鼻にかかった悲鳴を上げて、秀の想いを受け止める。全身が隘路に与えられる濃艶な刺激に支配され、肌が粟立ち淫らにとろける。激しい熱情に炙られて、詩織は愛欲のるつぼに落ちた。

「ふはぁ、あっ、秀……好き、あっ、ああ」

「俺も……好きだよ、詩織……愛してる……不安にさせてごめん」

　ううん、と詩織は首を振った。不安になったのは自分に自信がなかったからで、秀に落ち度はひとつもない。彼はまっすぐに詩織を想い続けてくれた。告白をしてくれたあの日から、ずっと詩織のことを考えて、共にいられる方法を模索して、実践してくれている。

（過ぎた幸福を受け止められなくて、怖がっていた私のせい）

　それが不安の正体だったのだと、詩織は悟った。彼と幸福になる覚悟が足りなかった。

（ごめん……ごめんね、秀）

　受け止めた弱い自分を、秀の情炎が溶かしてくれる。溶けた不安は霧となって詩織の中から離れていった。残ったのは、秀と一緒に幸せになるのだという強い意志。彼に愛されているのだという確信と自信だった。

（もう、大丈夫）

　勝手に想像を巡らせて、不安になることはない。愛されることに身をゆだねるのではなく、共に愛を育むのだと定めた詩織は、かつてないほどの愉悦を覚えた。

　めくるめく官能に乱れた詩織は、体中が浮き上がるほどの快感に満たされた。秀の律動と鼓動が重なり、彼の情愛とひとつになっていく。昂る熱杭に絡みつく肉壁が、彼の興奮を吸い込んで、蜜壺が洪水のように愛液をあふれさせる。激しく淫らな水音が、満ちた情愛の波音のように聞こえて幸福感が増していく。まっさらな喜びがせり上がり、心身共に高みへと押し上げてくれる。

（ああ、なんて）

　心地がいいのだろう。秀とのセックスは、いつも新しい快楽と喜びを与えてくれる。愛されているのだと、うれしさを感じられる。それだけでなく、今のこれは本当の意味で一体になっている感覚があった。共に寄り添って、法悦の先を目指している。息を乱して求めてくれる秀に、きちんと応えられているという実感がある。

「んぁあ、秀」

「ふっ、詩織」

　気がついてくれているのだと、詩織は秀の瞳に浮かぶ恍惚から感じ取った。共に過ごしているようで、わずかにずれていたものがピッタリと重なった。

　視線が絡んだ瞬間、秀がブルッと大きく震えて情炎を噴き出した。彼と共に蜜情を弾けさせた詩織は、恍惚の高みへと到達した。

「はぁううううんっ」

　のけぞった詩織の内側がギュウッと秀を絞り上げ、情熱を余すところなく吸い上げる。

「くっ」

「ぁはうっ」

　強い締めつけに獣欲が大きく跳ねた。愛壁をえぐられた詩織は声を上げて痙攣すると、くったりと弛緩した。

「はぁ……ぁ、秀」

　甘えて呼ぶと、髪にキスをされた。肩から顔を上げて、唇を重ねる。

「なんで遅くなったのか、説明させてくれ。不安にさせた理由も聞きたい」

「うん……私も、勝手に色々と想像しちゃってたこと、話したい」

　何度か唇を重ねてから、ふたりは離れた。スマートフォンで夕食の宅配を注文し、詩織はシャワーを浴びに行く。秀はスーツから部屋着になるため、部屋に向かった。

　

　宅配サービスアプリで注文した夕食を食べ終えたふたりは、食卓からソファに移動し、あらためてリフォーム案の図面をながめた。ここをシェアハウスにするために、どうリフォームをすればいいかという話題の中で出たもの以外の、ふとした詩織の発言なども組み入れた改装案は予算面もしっかり考えられていて、夢物語ではなく現実として計画を進めてくれていたのだとわかった。

「信じられない……全部、覚えていてくれたなんて」

　説明を聞き終えた詩織の感想に、秀が「まだ完成じゃない」と腕を組む。

「大雑把な部分しか、決まっていないからな。実際に現物を見て、やっぱり違うほうがいいってなる可能性もあるだろ。それも踏まえて、ある程度の変更は可能なように考えているんだけど……予算的に、ちょっと難しいかと思って、削った部分もあるしな」

　ごめんとつぶやいた秀に、ううんと詩織は首を振った。

「こうして図面で見たら、一気にすっごい現実感でてきた。夢物語じゃなくて、本当にできるんだなぁって、感動する」

　わずかに目を潤ませると、秀は照れくさそうに頬を掻く。

「まだ早いって」

「早くない！　でも、どうして図面を作っているって言ってくれなかったの？」

　相談してくれていれば、不安を抱えてひとりでモヤモヤすることもなかった。彼の帰りが遅い理由がわかっていれば、安心ができていたのにと心の中でこっそりと文句を言う。

「それは……本当に、詩織がここをリフォームして、一緒に住みたいって考えているかどうか、わからなかったからな。シェアハウスのリフォームの話ついでに、言っているだけかもしれないだろ？　俺が勝手にその気になっているだけだったら、恥ずかしいし。中古じゃなくて、新築の家がいいって思っているかもしれないなって」

　視線を膝に落とした秀の手を握り、しっかりと視線を合わせた詩織はほほえんだ。

「新築より、ここがいい。秀との思い出がたっぷり詰まっているんだもん。私たちの始まりからずっと、ふたりで過ごしてきた大切な場所だから……だから、シェアハウスになんてしたくないなって思っていたの。買い取るってなったら、きっと色々と大変かもしれないけど、少しでも貯金をして、準備をしているんだって証拠を作ってから秀に言おうって考えてたんだ」

「詩織」

「だけど、最近ずっと帰りが遅くって……その前に、きれいな人とお店に来たでしょう？　なんだか親密な距離感で話をしていたし、もしかして改装後の住人第一号なのかなとか、色々と考えて、ひとりで勝手に不安になってた」

　肩を寄せて訴えると、膝の上に抱き上げられた。髪を撫でられ、たくましい彼に体を預ける。

（私が勝手に勘違いをして妄想を爆発させて、ありえないことを心配してただけだった）

　彼はこんなにも私のことを想ってくれていたのだと、詩織は改めて秀の気持ちを胸に抱える。

「あの人は、ここのオーナーだよ」

「えっ！」

　さらりと言われて、詩織は目をしばたたかせた。

「びっくりした？」

「ん……うん。だって、あの人って、私とそんなに年が変わらない気がするから、ピンとこない」

　年齢で判断をするのは失礼かもしれないが、彼女とこの家は結びつかない。

「あの人は、ここの元の持ち主の娘さんなんだ。この家で生まれ育って、ご両親が父親の実家に引っ越すことになったから、生前贈与されたって言っていたよ。だけど、自分は別の場所に旦那さんが買った家があるから、ここを持て余してしまったらしくてね。思い出の詰まった場所だし、中古物件として手放す勇気も持てなくて、改装をしてシェアハウスにしようと考えたらしい」

「どうして、シェアハウスなの？」

「テレビで観て、こんなふうにできたらいいなと考えて相談に来たんだよ。で、たまたま俺が担当になって、シェアハウスを扱うのは、まだまだノウハウが足りないし、人が住まないと家は急速に劣化するから、計画を進めつつ、管理業務も担えるっていうんで、俺がここに住むことになったんだ」

「で、私が部屋を探しに来て、秀に同居を勧められたのね」

「ひとめぼれだったんだ」

　彼の声が急に真剣になって、詩織はゴクリと喉を鳴らした。

「漫画やドラマで、よくあるだろ？　スローモーションになって、キラキラする演出。あれが現実に起こるなんて思ってもみなかった。一緒に物件巡りをしている間に、気持ちがどんどん大きくなって。どうにか縁を繋ぎたくて、家賃を抑えたいっていうし、職場との距離もばっちりなここで一緒に住めたらなって考えたら、望みを抑えられなくなって」

「もしもオーナーさんが許してくれなかったら、どうするつもりだったの？　私に提案した後で、やっぱり無理でしたってなる可能性もあったのに」

「物件回りの間にメールと電話をして、先に許可を取っておいた」

「ええっ!?」

「でないと、いくらなんでも業務から逸脱しているだろ？　勝手に進めて事後承諾なんて」

「まあ、そうか」

　ふむ、と考えた詩織の頬に、秀の頬が押し当てられる。

「買い取りたいって言ったら、薄々勘づいていたって言われたんだ。カフェに行ったのは、同居している人を見てみたいって言われたから」

「そう……なんだ」

「あの日、視線が合ったの覚えてるか？　あの時に、あの人が同居人かって聞かれて、じつは付き合い始めましたって報告したら、ビックリされて」

「怒られなかった？」

「すごく楽しそうに、詩織から出た改装案の話をするから、なんとなくそんな気はしていたって言われたよ」

　苦笑する秀に、なぁんだと詩織は胸を撫でおろした。前から何度もやりとりをしている雰囲気だったのは、実際にそうだったから。秀とあの人は、この家についての相談を前々から重ねていた。愛着のある建物について、何度もやりとりをしていたのなら、親しい雰囲気になってもおかしくはない。

「帰りが遅くなっていたのは、そろそろシェアハウスとして具体的に運営するって話が出たから、その改装計画とは別に、この図面を作っていたからなんだ。俺の個人的な希望だから、業務外でやんなきゃいけなくってさ」

「そっか……私のために、遅くなってたんだ」

　ぽつりとつぶやくと「違うだろう」と、額をつつかれた。

「俺のため……いや、俺たちのためだろう？」

「あ……うん、そうね。うん、私たちのためよね」

　自分たちの未来のために、秀は遅くまでがんばってくれていた。

（なのに私……不安になって、恥ずかしい）

「ごめんね、秀」

「ん？」

「昨日、わがまま言ったっていうか、ここを出るとかなんとか、色々と言っちゃって」

　セックスの後、不安と不満をぶつけてしまった。シュンとすると、「いいよ」とこめかみにキスをされた。

「あれで、詩織が本気なんだなってわかったから、逆によかった。心の底から、俺との生活を望んでくれているんだなって、うれしくなって。だから、あの後すぐにオーナーに連絡をして、仕事前に買い取りたいって話をしたんだ」

「どうして、仕事前？」

「正式に上司に報告をしなくちゃならないからさ。この件にかかわっている、他の人たちにも計画変更を伝えないといけないし」

「私たちだけの問題じゃないってことね」

「まあ、俺がすぐにでも行動に移したかったってだけだけど……詩織に早く話したかったし」

「メモに重大発表があるって書いていたのは、オーナーさんの許可はもらえるって確信してたから？」

「うん、まあ……もしもらえなかったら、もらえるまで粘ろうって考えてた。絶対に、この家で詩織と暮らすって決めたから」

「秀……っ、もう！　大好き」

　うれしい気持ちのままに抱きついて、キスをする。

「俺も。詩織、愛してる」

　真摯なまなざしの秀に、詩織は胸をときめかせてうっとりと彼に見惚れた。とろりと目じりをとろかせた秀が、ハッとして眉を下げる。

「どうしたの？」

「いや……買い取り許可をもらって浮かれて、すっかり忘れてた」

「何を？」

「もっと、かっこよく決めようと思っていたのになぁ」

「だから、何を」

　ブツブツ言いながら頭を掻く秀が、何を気にしているのかわからない。彼はしばらく「しまったなぁ」などとつぶやいてから、情けない顔で詩織に言った。

「指輪と花束、買い忘れた」

「なんの？」

「なんのって……決まってるだろ？　あぁ、もう。告白の時みたいに花束を用意して、言うつもりだったのに」

「だから、何を？」

　モゴモゴと言いづらそうに口を動かしてから、ふてくされた顔で秀は言った。

「プ……プロポーズ」

「え？」

「だから、プロポーズだよ！　家を買うっていうのは、そういうことだろ？　これからも一緒に過ごすって、つまり家族になるってことになるからさ。だから、図面を見せて、花束を渡して、花束の中に指輪を仕込んでって考えていたのにさぁ」

　情けない声を出して、秀は盛大なため息をこぼした。

「購入許可をもらって、浮かれて忘れてた」

　落ち込む秀の生え際をながめて、詩織は彼の言葉を脳内で反芻した。

（プロポーズ？　家族になるって……花束と、指輪…………それって）

「け、結婚しようってこと!?」

「他に、何があるんだよ」

「ない……けど」

（そっか。家を買って、ふたりで過ごしたいって……つまりは、そういうことになるんだ）

　だとすると、あの発言はプロポーズを促したことになってしまうと、いまさらながらに気がついた詩織は真っ赤になった。

「ご、ごめん」

「えっ……まさか、結婚したくないってことか？」

「違う、違う！　その……なんか、プロポーズを催促した気はなかったってこと」

　恥ずかしすぎて、視線をうろうろとさまよわせる。

「別に、催促をされたなんて思ってないけど……そっか。そういうふうにも取れるのか」

　ニヤッと秀の頬が持ち上がり、恥ずかしさに肩をすくめた。

「うう……ごめん」

「謝る必要なんてないよ。もともと、プロポーズはするつもりでいたんだし。それで、答えは……ＯＫ？」

　こっくりとうなずくと、腕の中にしっかりと包まれた。目を閉じて、秀の肌の熱を味わう。自分よりも高い彼の体温は、とても落ち着く。詩織は体の力を抜いて、じっと彼の腕の中に納まっていた。

　しばらく無言で幸福を確かめ合って、どちらともなく唇を重ねた。何度もついばみ、角度を変えて、だんだんとキスを深くする。舌を絡めて、口腔をまさぐられて、詩織は鼻にかかった息を漏らした。

「は、ぁん」

「詩織のこと、隅々まで愛したい」

　耳元でささやかれ、脳髄が艶めいた予感にとろける。

「私も、秀のことをいっぱい愛したい」

　ささやきかえして、ソファから立ち上がり、服を脱ぎながら秀の部屋へ向かった。扉を閉めて、最後に残ったショーツを足から抜くとベッドに押し倒される。

「ぁ、んっ」

　乳房にむしゃぶりつかれて、詩織は喜悦の声を上げた。脚を開いて彼の腰を引き寄せて、すっかり勃ち上がった先端に女陰を押しつける。昂った心とともに蜜壺が潤って、肉花を濡らした。うごめくヒダが雄芯を求めてざわめいている。

「は、ぁあ……秀っ、あ、あ」

　早くひとつになりたくて腰を揺らすと、秀の唇は腹を滑って女丘に到着した。舌で秘裂を広げられ、期待にふくらんだ淫核をしゃぶられる。

「ふぁあ、あはぁんっ、あっ、秀……あっ、ああ……っ、ダメ、そんな……いっぱい吸われたら……っ、すぐ、イッちゃう」

　音が立つほど激しくされて、詩織は頭を左右に揺らした。指が差し込まれ、ヒダをかき乱される。気持ちがよすぎて目の奥がチカチカした。

「ぅはぁんっ、あ、ひゃううっ……いいっ、あ……秀っ、あっ、あはぁあ」

　奥からとめどなく愛蜜が湧きだして、秀の舌がそれを舐めとる。獣が水を飲んでいるかのような音に、詩織の鼓膜は愛撫された。

「ふ、はぁ……あっ、あぅうっ、あっ、あはぁ……秀っ、あ、あんっ、秀ぅ」

　胸の先がツンと尖って、存在を主張している。体中の性感帯が目を覚まし、体中がもどかしい。花芯以外の場所にも愛撫が欲しくてたまらない。

　貪欲な自分を持て余す詩織は、身悶えながら淫らに啼いた。

「ぁひっ、ぅうん……っ、あ、も、イッちゃうぅ……っ、ダメぇ、あっ、あぁあっ」

　指と舌で敏感な箇所をたっぷりとかわいがられて、詩織は腰を突き出してあっけなく極まった。余韻に痙攣する薄い腹にキスをされ、乳房の間にキスマークを残される。胸をあえがせて秀の頭を両手で包み、つむじにキスをした。

「はぁ……次は、私の番」

　顔を上げた秀に、にっこりと笑いかけて座るように促す。

「まだ俺、詩織のこと愛しきってないぞ」

「順番！」

　きっぱりと言った詩織はベッドから降りると、余韻にふらつきながら避妊具を取りに机に向かった。抽斗から目的の物を取り出して、ベッドのふちに座った秀の足元に膝をつく。隆々と天を向いてそびえるものを両手で包み、クビレを舌で舐め上げた。

「うっ」

　淫らな短いうめきに、心臓がどきどきする。裏側を丁寧に舌先でくすぐって、亀頭を口に含むと根元を両手で包んだ。先走りを滲ませる切れ目を舌でつついたり舐めたりしながら、クビレに唇をひっかけてしゃぶりつつ、両手で幹を擦ると強直がビクリと動いた。口からはみ出しそうなそれを、しっかりと逃さないよう愛撫する。

「ふ……詩織……っ、すごく、気持ちいいけど……詩織に入りたい」

　背中を撫でられて、甘い痺れがゾクゾクと全身に広がった。陰唇が蠕動して、クチュリと淡い水音を立てる。へその奥が火照ってふくらみ、口内のものを欲しがった。

（このまま、イッてもらいたいけど……欲しい）

　想いと共に、体も繋げたい。

　詩織は避妊具のパッケージを破って、張り裂けそうなほど力強くそそり立っている熱にかぶせた。

「詩織」

「きゃっ」

　抱き上げられて、のしかかられる。息を荒げた秀の瞳は淫靡な光を放っていた。期待と興奮に胸が上ずり、体の奥が飢えを叫んだ。

「欲しい」

「俺も」

　脚を大きく広げられ、ググッと熱情を押し込まれる。

「ぁ、はぁ……っ、は、おおき……っ、あ、は……っ」

「苦しい？」

「へ、いき……もっと、来て」

「んっ、詩織」

　ズブズブと秀が詩織に埋まっていく。喉を反らして開かれる喜びに震える詩織は、秀の背にしがみついた。

「は、ぁあう……ふ、ぁ」

　やがて秀の下生えと詩織の下生えが重なって、隙間が消えた。

「んは、ぁ……秀で、いっぱい」

「うん……全部、詩織の中だ」

　笑みを浮かべてキスをして、ふたりでゆるゆると体を動かす。まずは詩織のたっぷりと濡れてはいるが、緊張を解いていない隘路を淫路に育てる。

「ぁ、は……ふ、ぁう……おっきくなって……あっ、あ」

　ヒクリヒクリと内側が熱情を締めつけて奥へと誘い、秀の本能を刺激する。律動が早くなり、詩織の口からこぼれる淫靡な悲鳴も高くなった。

「あんっ、あっ、あっ、はっ、あぁ、しゅ、うっ、あ、はぁうっ」

「んっ、詩織……はぁ、あっ、詩織」

　名前を呼びながら体を揺らして、内側からひとつになる。勇躍する秀に追い立てられるままに、詩織は法悦の極みを目指した。

「んぁ、あ、ふふ」

「ん？」

「なんか……すごく、動物っぽい」

　本能のままに求め合っている気がすると伝えたくて、そんな言い方をした。すると秀の目が、いたずらっぽい色を浮かべた。

「じゃあ、獣みたいにするか？」

「えっ……ひぁあんっ」

　起き上がった秀に足を掴まれ、体を反転させられる。グリッと奥をえぐられて、詩織は淫らな悲鳴を上げた。秀に尻を向ける形になり、腰を掴まれ背後からガツガツと奥を突かれる。

「ぁひっ、ひぅう……っ、これ、あっ、奥ぅ……っ、秀、ぁあっ」

　陰茎の反りがいつもとは逆になり、受ける刺激の強さが変わった。普段はあまり深く擦られない部分に刺激を受けて、詩織はシーツを握りしめて尻を揺らした。

「はぁううっ、秀ぅ……っ、は、ぁあ……あぅう……っ、秀……しゅ、ぅうう」

「詩織……っ、詩織」

　必死に求めてくる声に、心も体も満たされる。愛しいという情動を打ちつけられて、詩織は快感と幸福のるつぼに落ちた。

「ひはぁううっ、秀ぅ……あっ、あぅう、は、あぁあん」

　気持ちがよすぎて涙が滲む。詩織は意識を手放して、悦楽のとりこになった。

「ふっ、詩織……っ」

「んぁあ、秀っ、あぁ、しゅぅう……っ」

　快楽の涙をこぼして、喜悦を叫ぶ。頭の先まで秀で満たされている心地になった。体も心も気持ちいい。響く濡れ音と肌のぶつかる音に、幸福な笑みがこぼれる。

「ふぁ、あっ、あはぁうう」

　激しい情熱に支配され、白濁しためまいに満たされた詩織は、飽きることなく求めてくる秀の愛に翻弄されて、何度も絶頂に連れて行かれた。

「んはぁっ、あっ、ああ……とけっ、ぁ、溶けちゃうぅ……秀っ、んぁ、はぁあん」

「んっ、俺も……空っぽになるまで、詩織……俺を全部……っ、詩織……く、ぅ」

「ひっ、あはぁああっ！」

　こわばった秀の欲情を、蠕動する淫路が絞り上げた。

「く、ぅ」

　彼のうめきをうなじに受けた詩織は、弾けた愛欲の熱が波紋のように体中に広がっていく感覚を、目を閉じて味わった。

「は、ぁ」

　充足の息を漏らした秀に抱きしめられて、汗でしっとりと濡れている彼の肌を五感で味わう。

「ふふ……秀」

「ん、詩織」

　唇を重ね、ふにゃりとほほえんだ詩織は充足を抱きしめて気を失った。

　

「う……ん」

　目を開けて、喉の渇きを覚えた詩織はゆっくりと体を起こした。泥に包まれているみたいに、体が重い。

「ふぅ」

　ベッドに座って息を吐き、暗闇に浮かぶ秀の寝顔を見た。

「思いっきりしてくれちゃって」

　ぺちりと彼の胸筋を叩くと、うめいた秀が目を開けた。

「ん、う……おはよう」

「あ、ごめん。起こすつもりはなかったの」

　むくりと起きた秀が、口元をほころばせる。

「詩織」

　甘く呼ばれてキスをされ、詩織も彼に唇を寄せた。

「喉、乾いてないか？」

「あ、うん。乾いてる」

「待ってろ」

　立ち上がった秀が部屋を出ていく。詩織はついていこうとしたが、体にまとわりついている心地よく気だるい重さに引き留められて、行くのをやめた。脚の間には、まだ何か挟まっている感じがする。

「思いっきり、されちゃったなぁ」

　ふにゃりと口元がだらしなくゆるんだ。愛されているんだなぁとかみしめていると、グラスを持った秀が戻ってきた。

「はい」

「ありがと」

　受け取って、一気に飲み干す。

「足りないなら、また取ってくる」

「一緒にいたいから、いい」

「じゃあ、抱っこしていく」

　軽々と抱き上げられて、彼の首に腕を回す。大人になってから、こんなふうに抱っこで運ばれる日がくるなんて現実には起こらないと思っていたが、秀は当たり前のようにする。

　おとぎ話のお姫様になった気分で、広い肩に頭を預けた。秀に抱っこされたまま、詩織はグラスに水を足した。飲み干して、次は秀のために水を入れる。両手がふさがっている彼に水を飲ませて、ソファに座った彼の膝の上に落ち着いた。

「ちょっと、やりすぎたかなって気がしているんだけど、平気か？」

「うん……でも、後ろからより、こうやって抱き合うほうが、やっぱりいいかな」

　気持ちよかったけれど、背面だとキスもできない。彼の表情を見ることもできないので、面と向かってするほうがいい。

「そっか」

　チュッと鼻先にキスをされ、彼の頬に頬を擦り寄せる。

「今日、仕事が休みだったらいいのにな」

　ぼやいた秀に「私も」と、詩織は同意した。

「このまま、余韻に浸っていたい」

　しみじみと幸福を味わっていたいなと考えていると、腕を撫でられた。

「指輪」

「ん？」

「サプライズで渡したかったけど、ないままプロポーズしちゃったし、一緒に行って詩織の好きなデザインのものを選ぼう」

「婚約指輪を選んで、そのまま結婚式場と新婚旅行の相談をしちゃいたい気分」

　素直な気持ちを伝えると、秀が「あはは」と大きな口を開けて笑った。

「そうだな。そうしよう！　仕事はサボれないっていうか、図面を正式な仕事として発注する手はずを整えて、進めていかなくちゃならないから出勤しないといけないし……仕事が終わってから、百貨店に行こうか」

「うん」

　声を弾ませた詩織は、手の甲にうやうやしくキスをされた。

「これからも、よろしく……詩織」

「私のほうこそ。末永く、よろしくお願いします」

　ペコリと頭を下げた詩織は、ニヤつく顔を見られたくなくて秀の分厚い胸板に顔を伏せた。優しく髪を撫でられて目を閉じる。自分よりも高い彼の体温に心も体も包まれて、極上の安らぎに満たされた。

（あの時、一緒に住むって決めてよかった）

　とんでもない提案だったけれど、こんなにステキな未来が待っていたのだから。






あとがき








　はじめまして。または、こんにちは。

　水み戸とけい、です。

　お話、お読みいただきありがとうございます。お楽しみいただけましたら幸いです。

　そして、こんなところまで読んで下さり、ありがとうございます。

　マッチョです。筋肉です。

　ふふふ。

　盛り上がった胸筋。お尻のエクボ。波打つ腹筋。

　うっとり。

　編集の方に「筋肉要素」という文言をいただきまして、ニヨニヨしました。

　なのでヒロインも、筋肉に注目しちゃっている上に、触ってみたい願望がある子になってしまって……触ってみたく、なりません？

　今、通っている整骨院の先生がむっちり系のマッチョさんで、施術中にいつもドキドキしてしまっています。

　私もこんなふうに、マッチョになりたい……（ため息）。

　え……違う？　そっちじゃない!?

　いやぁ。筋肉にあこがれはするんですけど、めんどうくさがりなものでふっくらです。

　なかなかねぇ……なかなか…………なかなか、ですよ（モグモグ）。

　自分的理想の体型は、某格闘ゲームの太腿ムキムチの中国拳法の使い手さんなんですけど、程遠いです（むしゃむしゃ）。

　

　表紙イラストのヒロインみたいに、イイ感じの細さとやわらかさを兼ね備えたボディとかも、いいですよねぇ。

　表紙イラストを見せていただいた瞬間、ヒーローの筋肉にニヤついて、ヒロインのお尻の、ヒーローの指が当たっている部分あたりに注目して「いい尻だ！」って、なりました。

　素敵なイラストを描いてくださった園その見み亜あ季き様、ありがとうございます。

　

　ではでは。

　またどこかでお会いできましたら、よろしくお願いいたします。

　水戸けい、でした！

　Twitter→@mito_kei





水戸けい
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